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主 な 記 事
平
成
28
年
度
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
／
平
成
29
年
度
入
学
式
２
面

平
成
29
年
度

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

３
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
①
 工
学
部
 内
田
ゆ
ず
准
教
授
４
面

田
中
綾
・
人
文
学
部
教
授
が
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
長
就
任
５
面

新
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長
に
聞
く

６
面

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
留
学
体
験
記
①
」河
﨑
秋
子

７
面

就
職
・
入
試
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

８
面

「
A
I
M
H
I
G
H
（
望
み
を
高

く
持
つ
）」
と
い
う
表
題
で
新
入

生
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
４
月
７

日
の
北
海
道
庁
で
の
記
者
会
見

で
は
、「
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
将

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
」「
地
域

と
世
界
を
つ
な
ぐ
有
為
な
人
材

の
育
成
」
と
い
う
点
を
強
調
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
日
本
語
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、「
Catch The

W
orld, Catch The Future

（
世
界
を
つ
か
め
、
将
来
を
つ
か

め
）」、
英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、「
HGU IN THE AGE OF

GLOBALIZATION」
と
い
う

表
題
の
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
載

せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
ス

ピ
ー
チ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
な
か

に
、
新
学
長
と
し
て
の
抱
負
と
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
披
露
し
た
つ
も

り
で
す
が
、
こ
こ
で
要
約
的
に
再

述
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。

次
に
、
全
学
の
教
養
教
育
な
い

し
共
通
教
育
を
見
直
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
教
養
教
育
あ
る

い
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
い
わ

れ
る
も
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の

パ
イ
デ
イ
ア
に
ま
で
遡
る
も
の

で
す
。
こ
れ
の
原
義
は
「
形
成
」、

よ
り
十
全
に
は
「
人
間
形
成
」
と

い
う
意
味
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
教

養
と
は
「
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て

そ
の
生
き
方
を
問
わ
れ
る
と
き
、

事
が
ら
を
適
切
に
判
断
す
る
力

そ
の
も
の
で
あ
り
、
全
体
を
見
渡

し
全
体
の
利
益
を
は
か
る
視
力

と
力
を
も
つ
こ
と
」
だ
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
19
世
紀
以
降
、
学
問

の
専
門
化
が
極
度
に
進
み
、「
人

間
と
し
て
の
あ
り
方
や
生
き
方

に
関
す
る
洞
察
」
と
し
て
の
一
般

教
養
は
、
専
門
教
育
に
よ
っ
て
す

っ
か
り
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た

感
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、「
学
士

力
」
不
足
が
嘆
か
れ
ま
す
が
、
人

間
と
し
て
の
基
礎
力
強
化
の
た

め
に
は
、
教
養
教
育
の
全
学
的
な

見
直
し
が
急
務
で
す
。

三
番
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
人
材
の
育
成
と
い
う

こ
と
で
す
。
本
学
は
開
学
以
来
、

北
海
道
の
経
済
的
、
社
会
的
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
の
人
材
育
成

を
至
上
命
題
と
し
て
掲
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
わ
た
し
と
し
て

は
、
北
海
道
と
い
う
地
域
に
限
定

し
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
日
本
と
い

う
国
に
限
定
し
た
人
材
の
育
成

の
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
、
と

い
う
認
識
を
も
っ
て
い
ま
す
。
い

ま
や
「
世
界
標
準
」（
global

standard）
は
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
準
拠
す
べ
き
枠
組
み
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
は
、
ど
ん

な
に
ロ
ー
カ
ル
な
職
場
に
い
よ

う
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
思
考
が
不

可
欠
な
の
で
す
。
近
年
し
き
り
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
が

叫
ば
れ
ま
す
が
、
本
学
の
よ
う
に

地
域
に
根
差
し
た
大
学
の
立
場

か
ら
は
、「
地
域
と
世
界
を
つ
な

ぐ
有
為
な
人
材
の
育
成
」
が
よ
り

現
実
的
な
目
標
設
定
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
将
来
を
見
据

え
た
大
学
運
営
に
果
敢
に
取
り

組
む
所
存
で
す
。

ま
ず
、
わ
た
し
の
基
本
姿
勢
と

し
て
は
、
歴
史
と
伝
統
を
最
大
限

に
重
ん
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
墨
守

す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
か
た
ち
で
活

か
す
方
向
性
を
模
索
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
「
伝
統

を
継
承
し
つ
つ
将
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
」
と
い
う
意
味
で
す
。

わ
た
し
が
携
わ
っ
て
き
た
人
文

学
と
い
う
学
問
は
、「
温
故
知
新
」

と
い
う
言
葉
で
端
的
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
絶
え
ず
過
去
の
知
的

遺
産
に
立
ち
返
っ
て
、
そ
れ
を
根

源
的
に
問
い
返
す
な
か
か
ら
、
新

し
い
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る

学
問
で
す
。
で
す
か
ら
、
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
開
拓
者
精
神
」
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
が
掲
げ
ら
れ
た

歴
史
的
文
脈
を
し
っ
か
り
捉
え

た
上
で
、
21
世
紀
の
現
代
に
妥
当

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
し
て

活
か
す
術
を
検
討
し
た
い
と
思

こ
の
た
び
計
ら
ず
も
第
10
代

の
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

仄
聞

�
�
�
�

す
る
と
こ
ろ
で
は
、
わ
た
し

の
学
長
就
任
は
二
つ
の
点
で
前

代
未
聞
だ
そ
う
で
す
。
第
一
に
、

経
済
・
法
・
工
学
部
以
外
の
学

部
か
ら
選
出
さ
れ
た
初
の
学
長

だ
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
北
海

道
大
学
と
無
縁
の
初
の
学
長
だ

と
い
う
こ
と
。
た
し
か
に
そ
の
通

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
本

質
的
事
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

事
な
こ
と
は
新
学
長
と
し
て
い

か
な
る
抱
負
を
も
ち
、
ど
う
い
う

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
る

か
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
歴
代
の
学

長
と
具
体
的
に
ど
う
違
う
か
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。わ

た
し
は
ま
ず
所
信
表
明
で
、

「
universitas sem
per

reform
anda（
つ
ね
に
改
革

さ
れ
る
べ
き
大
学
）」
を
唱
え
、
４

月
２
日
の
入
学
式
の
式
辞
で
は
、

本
年
３
月
31
日
で
退
任
さ
れ
た
木
村
和
範
前
学
長
の
あ

と
を
継
い
で
、
安
酸
敏
眞
・
人
文
学
部
教
授
が
10
代
目
学
長

と
し
て
４
月
１
日
よ
り
就
任
し
た
。
就
任
に
あ
た
り
、
４
月

７
日
、
道
庁
教
育
記
者
ク
ラ
ブ
内
に
お
い
て
記
者
会
見
が
行

わ
れ
、
安
酸
学
長
は
、
北
海
学
園
の
１
３
２
年
に
及
ぶ
歴
史

と
伝
統
を
最
大
限
に
尊
重
し
つ
つ
も
、「
今
の
ニ
ー
ズ
に
マ

ッ
チ
し
た
か
た
ち
で
、
伝
統
や
精
神
的
遺
産
を
活
か
す
方
向

性
を
模
索
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

安
酸
敏
眞

安
酸
敏
眞

安
酸
敏
眞

安
酸
敏
眞

安
酸
敏
眞
学
長
就
任

学
長
就
任

学
長
就
任

学
長
就
任

学
長
就
任

教教
 

授授 教教
 

授授 教
 

授 

藤原書店

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
。地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
や
風

評
被
害
な
ど
、大
き
な
困
難
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
、復

興
へ
地
道
に
取
り
組
む
人
た
ち
。現
地
で
闘
い
、現
地
に

寄
り
添
う
人
々
を
中
心
に
し
た
81
人
と
の
対
話
集
。

定
価
（
本
体
 二
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

冠
木
 雅
夫
 編
／
早
尻
 正
宏（
経
済
学
部
准
教
授
）他
共
著

有斐閣

時
効
制
度
の
沿
革
や
、
学
説
・
判
例
の
分
析
を
通
し
、
時

効
の
構
造
や
重
要
問
題
を
解
明
す
る
。
ま
た
、
近
年
の
国

際
的
動
向
を
も
視
野
に
入
れ
、
立
法
的
提
言
を
行
う
。
理

論
と
実
務
の
両
面
か
ら
注
目
を
集
め
る
総
合
的
研
究
書
。

定
価
（
本
体
 九
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

松
久
 三
四
彦（
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）教
授
）著

福
島
は
、あ
き
ら
め
な
い

復
興
現
場
か
ら
の
声

現代図書

海
の
文
学
や
そ
の
発
端
と
な
る
作
品
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
詩
的
狂
気
の
想
像
力
と
絡
み
合
い
な
が
ら
表
象
さ
れ
て

き
た
の
か
。
西
洋
・
東
洋
を
渉
猟
し
、
作
品
や
創
作
の
背

後
に
あ
る
詩
的
狂
気
の
想
像
力
の
系
譜
に
光
を
当
て
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
四
〇
〇
円
＋
税
）

岩波新書

漁
師
や
仲
買
人
、板
前
な
ど
、こ
れ
ま
で
多
く
の
職
人
に

支
え
ら
れ
て
き
た
日
本
の
魚
食
文
化
。大
き
な
時
代
の
変

貌
を
見
す
え
な
が
ら
、新
た
な
魚
食
と
魚
職
の
あ
り
方
を

再
考
。日
本
経
済
を
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
。

定
価
（
本
体
 八
二
〇
円
＋
税
）

濱
田
 武
士（
経
済
学
部
教
授
）
著

魚
と
日
本
人
食
と
職
の
経
済
学

筑波書房

北
海
道
の
農
協
の
現
状
を
題
材
に
あ
ら
た
め
て
農
協
の
存

在
意
義
や
今
日
的
な
諸
問
題
を
実
証
的
に
分
析
す
る
。さ

ら
に
は
今
後
の
北
海
道
農
業
の
あ
り
方
や
農
協
の
展
望
を

描
き
出
し
、農
協
改
革
へ
の
建
設
的
論
点
を
提
示
す
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

小
林
 国
之
 編
著
／
宮
入
 隆（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

北
海
道
か
ら
農
協
改
革
を
問
う

時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
学
術
叢
書
⑰

経営学部

法政大学出版局

国
家
や
家
族
、神
の
秩
序
な
ど
全
体
構
造
の
中
で
、結
婚
や

家
族
、女
性
の
位
置
づ
け
や
相
互
関
係
は
ど
う
形
作
ら
れ

て
い
っ
た
の
か
。権
力
の
根
拠
を
人
間
の
合
意
に
お
い
た

ホ
ッ
ブ
ズ
の
議
論
を
ロ
ー
マ
法
と
対
比
し
て
考
察
す
る
。

定
価
（
本
体
 四
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

詩
的
狂
気
の
想
像
力
と
海
の
系
譜
 

─
西
洋
か
ら
東
洋
へ
、
そ
の
伝
播
、
受
容
と
変
容

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル（
人
文
学
部
教
授
）著

ト
マ
ス・ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
権
論

国
家
の
権
力
  家
族
の
権
力

中
村
 敏
子（
法
学
部
教
授
）著

ミネルヴァ書房

中
国
人
や
中
国
文
化
と
は
い
っ
た
い
何
か
。
「
万
里
の
長

城
」
「
皇
帝
と
奴
隷
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
核
心
を
衝
い
た

55
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
し
、
こ
の
国
の
深
層
を
読
み
解
く
。

隣
国
・
中
国
へ
の
好
奇
心
や
探
究
心
に
応
え
る
入
門
書
。

定
価
（
本
体
 二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

武
田
雅
哉
他
 編
著
／
大
谷
通
順（
人
文
学
部
教
授
）・
中
根
研
一（
法
学
部
教
授
）他
共
著

中
国
文
化
55
の
キ
ー
ワ
ー
ド

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
将
来
を
切
り
拓
く

学
長
　
安�

�

酸�
�

敏�
�

眞�
�

◆

◆

◆

本
学
経
営
学
部
は
、「
北
海
道

の
未
来
を
支
え
る
人
材
の
育
成
」

を
目
的
と
し
て
、
株
式
会
社
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
教
育
連
携
協
定
を
締

結
。
２
０
１
７
年
３
月
30
日
、
本

学
学
長
応
接
室
に
お
い
て
、
株
式

会
社
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
・
谷
寧
久
代

表
取
締
役
社
長
と
本
学
経
営
学

部
・
石
嶋
芳
臣
学
部
長
と
の
間

で
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
経
営
学
部

が
開
講
す
る
各
種
講
義
に
、
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｄ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
を
講
師
と

し
て
迎
え
る
な
ど
、「
北
海
道
の

翼
」
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
へ

の
貢
献
を
目
指
す
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ

と
、
北
海
道
に
根
差
す
教
育
機
関

で
あ
る
本
学
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
源
・
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、

人
材
の
育
成
に
共
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
る
。

本
協
定
は
、
両
機
関
が
す
で
に

締
結
済
み
で
あ
る
北
海
道
と
の

「
包
括
連
携
協
定
」（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ

は
２
０
１
１
年
、

学
校
法
人
北
海

学
園
は
２
０
１

３
年
締
結
）が
定

め
る「
北
海
道
を

支
え
る
人
づ
く

り
」の
取
り
組
み

の
一
環
。こ
の
包

括
連
携
協
定
は
、

複
数
の
政
策
分

野
に
わ
た
っ
て

北
海
道
と
の
協

力
関
係
を
構
築

す
る
た
め
、
連

携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結

し
て
、
事
業
を
実
施

す
る
と
い
う
も
の
。

今
回
の
調
印
に

際
し
、
石
嶋
学
部
長
は
「
学
部
学

生
に
は
、
一
流
の
マ
ナ
ー
の
あ
り

方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ

け
る
等
、
実
践
に
即
し
た
知
識
と

経
験
を
学
ぶ
機
会
」
と
語
る
。

ま
た
、
谷
社
長
は
「
北
海
道
と

の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す
る

機
関
同
士
が
、『
北
海
道
を
支
え

る
人
づ
く
り
』
に
お
い
て
連
携
で

き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
当
社
に
と
っ
て
も
貴
重
な

機
会
で
あ
り
、
双
方
に
と
っ
て
有

意
義
な
提
携
と
な
る
よ
う
、
今
後

連
携
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
北

海
道
就
航
地
近
郊
の
小
中
学
校

に
お
い
て
「
航
空
教
室
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
大
学
と
の
本

格
的
な
連
携
は
、
今
回
の
協
定
が

初
め
て
。

な
お
、
本
協
定
締
結
は
、
３
月

31
日
の
北
海
道
新
聞
や
Ｈ
Ｂ
Ｃ

の
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
、
４
月
６
日
の

日
本
経
済
新
聞
な
ど
で
も
報
じ

ら
れ
た
。

協定書調印式にて株式会社AIRDO谷 寧久
代表取締役社長（左）と石嶋芳臣経営学部長

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
教
育
連
携
協
定
締
結

マ
ナ
ー
や
接
遇
な
ど
実
践
的
講
義
に
期
待

世界文化
シリーズ⑥

【
学
歴
】
１
９
８
０
年
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
１
９
８
５
年
ヴ

ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
大
学
院
博

士
課
程
修
了（
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．）、１
９
９

７
年
文
学
博
士
（
京
都
大
学
）

【
職
歴
】
１
９
８
５
年
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
、
１
９
８
７
年

日
本
生
産
性
本
部
海
外
技
術
協
力

部
常
勤
嘱
託
、
１
９
８
７
年
盛
岡

大
学
文
学
部
一
般
教
育
科
助
教

授
、
１
９
９
６
年
聖
学
院
大
学
人

文
学
部
欧
米
文
化
学
科
教
授
、
２

０
０
２
年
聖
学
院
大
学
人
文
学
部

欧
米
文
化
学
科
長
、
２
０
０
４
年

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
英
米
文

化
学
科
教
授
、
同
大
学
院
文
学
研

究
科
教
授
、
２
０
１
０
年
同
人
文

学
部
長
、
２
０
１
４
年
同
図
書
館

長【
社
会
活
動
歴
】
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
審
査
委
員
、
科
学
研

究
費
補
助
金
審
査
委
員
（
日
本
学

術
振
興
会
）、
日
本
宗
教
学
会
評
議

『
歴
史
と
解
釈
学
─
《
ベ
ル
リ
ン
精

神
の
系
譜
学
》』（
知
泉
書
館
、
２
０

１
２
年
）、『
人
文
学
概
論
─
新
し

い
人
文
学
の
地
平
を
求
め
て
』（
知

泉
書
館
、
２
０
１
４
年
）、『
欧
米
留

学
の
原
風
景
─
福
沢
諭
吉
か
ら
鶴

見
俊
輔
へ
』（
知
泉
書
館
、
２
０
１

６
年
）、他
 共
著
書
・
単
独
訳
書
・

共
訳
書
13
件

【
論
文
】

「
レ
ッ
シ
ン
グ
の
神
観
」（『
日
本
の

神
学
』
第
37
号
、
１
９
９
８
年
）、

「
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク

の
根
本
思
想
」（『
日
本
の
神
学
』
第

42
号
、２
０
０
３
年
）、「
も
う
一
つ

の「
レ
ッ
シ
ン
グ
が
事
を
記
す
」」

（『
キ
リ
ス
ト
教
と
諸
学
』
第
19
号
、

２
０
０
３
年
）、

Lessing as a Proponent

of M
odern Dialectical 

Theism
. （『
人
文
論
集
』
36
号
、

２
０
０
７
年
）、「
村
岡
典
嗣
と
波

多
野
精
一
─
嚮
応
す
る
二
つ
の

「
学
問
的
精
神
」」（『
人
文
論
集
』

39
号
、
２
０
０
８
年
）、「
現
在

�

�

、
あ

ら
た
め
て
《
人
文
学
》
を
問
う
」

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    （
早

稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
）
No
.３

、
２
０
１
５
年
）

他

員
、
日
本
基
督
教
学
会
幹
事
・
理
事

【
所
属
学
会
】
日
本
基
督
教
学
会
、

日
本
宗
教
学
会
、
Ernst-

Troeltsch-Gesellschaft

【
主
な
受
賞
】
１
９
８
７
年
９
月
日

本
宗
教
学
会
賞
受
賞

【
著
書
】

『
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ド
イ
ツ
啓
蒙
─

レ
ッ
シ
ン
グ
宗
教
哲
学
の
研
究
』

（
創
文
社
、
１
９
９
７
年
）、『
歴
史

と
探
求
─
レ
ッ
シ
ン
グ
・
ト
レ
ル

チ
・
ニ
ー
バ
ー
』（
聖
学
院
大
学
出

版
会
、
２
０
０
１
年
）、

◆
 ◆

略
歴
・
業
績
等
◆
 ◆

Ernst Troeltsch:
Systematic Theologian of
Radical Historicality

（
AAR Academy Series,

no.55）（
Atlanta: Schol-

ars Press; Oxford & New
York: Oxford University
Press, 2000）.

Religion and the German
Enlightenment（

AAR
Reflection and Theory in
the Study of Religion Se-
ries）（

New York: Oxford
University Press, 2002）.

Lessing's Philosophy of

The Encounter
between Japanese Intel-
lects and Troeltsch: A
Historical Review.（

M
it-

teilungen der Ernst-
Troeltsch-Gesellschaft,

W
aseda Rilas Journal

“

“

”

”

Bd..3,1985）.
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本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
た
奥

田
仁
先
生
（
元
経
済
学
部
教
授
）、
笠
嶋

修
次
先
生
（
元
経
済
学
部
教
授
）、
瀬
川

修
二
先
生
（
元
経
済
学
部
教
授
）、
船
岡

誠
先
生
（
元
人
文
学
部
教
授
）、
小
野
恭

平
先
生
（
元
工
学
部
教
授
）、
佐
々
木
康

彦
先
生
（
元
工
学
部
教
授
）、
桜
井
修
次

先
生
（
元
工
学
部
教
授
）、
佐
藤
謙
先
生

（
元
工
学
部
教
授
）、
竹
内
潔
先
生
（
元
工

学
部
教
授
）
の
永
年
に
亘
る
教
育
研
究
、

大
学
運
営
、
社
会
活
動
の
功
績
に
対
し

４
月
１
日
、
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に

て
、
本
学
名
誉
教
授
の
称
号
が
安
酸
敏

眞
学
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

▽
奥�

�

田�

仁�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
49
年
東
京
都
立
大
学
経

済
学
部
経
済
学
科
卒
業
（
経
済
学
士
）、

平
成
14
年
博
士
（
農
学
・
北
海
道
大

学
）、昭
和
49
年
北
海
道
農
務
部
、昭
和

52
年
北
海
道
立
総
合
経
済
研
究
所
研

究
員
、
平
成
４
年
本
学
経
済
学
部
助
教

授
、
平
成
７
年
同
教
授
（
北
海
道
経
済

論
な
ど
担
当
）、
同
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、平
成
15
年
同
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
北
海
道
経
済

論
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
著
書
：『
地
域
経

済
発
展
と
労
働
市
場
』、『
地
域
の
社

会
・
経
済
構
造
』、
論
文
：「
Ｅ
Ｕ
の
地

域
政
策
」

▽
笠
嶋

�
�
�
�

修
�
�
�

次
 

�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
平
成
９
年
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
大
学
経
済
学
大
学
院
博
士
課
程

卒
業
（
P
h
.D
.）、

昭
和
46
年
～
62
年

中
小
企
業
金
融
公
庫
（
現
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
）、
昭
和
54
年
～
55
年
（
財
）

国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、昭
和
60

年
～
61
年
国
際
協
力
事
業
団
派
遣
専

門
家
（
タ
イ
国
工
業
省
産
業
振
興
局
）、

平
成
９
年
～
10
年
タ
マ
サ
ー
ト
大
学

（
タ
イ
国
）経
済
学
部
講
師
、平
成
11
年

本
学
経
済
学
部
教
授
（
ミ
ク
ロ
経
済
学

な
ど
担
当
）、
平
成
12
年
同
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
・
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
理
論
経
済
学
特
殊
講

義
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
貿
易
利
益
を
得

る
の
は
誰
か
』、
論
文
：「
Exchange

rate regim
e, real exchange rate

m
isalignm
ent, and the current

account: An intertem
poral ap-

proach」、「
日
豪
自
由
貿
易
協
定
の
経

済
効
果
と
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
」

▽
瀬�

川�
�

修
�
�
�

二�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
49
年
文
学
修
士（
北
海
道

大
学
）、
昭
和
51
年
北
海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
独
文
学
専
攻
博
士
課

程
単
位
取
得
満
期
退
学
、昭
和
51
年
本

学
教
養
部
講
師
、昭
和
59
年
同
教
養
部

助
教
授
、
平
成
８
年
同
教
授
（
ド
イ
ツ

語
Ⅰ
～
Ⅳ
な
ど
担
当
）、
平
成
10
年
同

共
通
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
平

成
13
年
同
経
済
学
部
教
授

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
ド
イ
ツ
 フ
ラ
ン

ス
 中
国
 ロ
シ
ア
 韓
国
・
朝
鮮
と
そ

の
周
辺
地
域
の
言
語

と
文
化
』（
共
著
）、論

文
：「
ペ
ー
タ
ー
・

ハ
ン
ト
ケ『
森
の「
あ

れ
あ
れ
」
を
運
ぶ
ル

ー
シ
ー
』（
１
９
９
９

年
）
に
つ
い
て
」

▽
船
岡

�
�
�
�

誠
�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
47
年
文

学
修
士
（
明
治
大

学
）、昭
和
52
年
明
治

大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
、
昭
和
59

年
放
送
大
学
非
常
勤

講
師
、
昭
和
63
年
明

治
大
学
一
般
教
育
兼

任
講
師
、昭
和
63
年
曹
洞
宗
宗
学
研
究

所
特
別
講
師
、
平
成
４
年
聖
心
女
子
大

学
非
常
勤
講
師
、
平
成
５
年
本
学
人
文

学
部
教
授
（
日
本
思
想
史
な
ど
担
当
）、

平
成
11
年
同
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
平
成
13
年
同
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
禅
文
化
史
論
特
殊
講

義
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
道
元
』、『
日
本

禅
宗
の
成
立
』、『
沢
庵
』

▽
小
野

�

�

恭
平

�
�
�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学
工
学

研
究
科
建
築
工
学
専
攻
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
、昭
和
53
年
北
海
道
工
業

大
学
教
養
部
講
師
、昭
和
57
年
本
学
工

学
部
助
教
授
、
平
成
元
年
同
教
授
（
日

本
建
築
史
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
平
安
時
代
の
山

里
（
山
荘
）
に
つ
い
て
、
草
庵
の
魅
力

─
場
所
と
建
築
に
関
し
て

▽
佐
々
木

�

�

�

康
彦

�
�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
平
成

４
年
博
士（
工
学
・
北
海
道
大
学
）、昭

和
54
年
北
海
道
大
学
工
学
部
助
手
、平

成
９
年
本
学
工
学
部
教
授
（
構
造
力

学
、地
震
工
学
を
担
当
）、同
大
学
院
工

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
構
造
動
力

学
特
論
を
担
当
）

【
主
な
論
文
】
論
文
：「
強
震
動
を
受
け

る
履
歴
構
造
―
杭
基
礎
・
地
盤
連
成

系
の
履
歴
吸
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
担

率
」、「
構
造
材
料
の
配
分
最
適
化
手
法

に
よ
る
最
適
な
補
強
構
造
の
形
態
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
」、「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ス
テ
イ
ブ
サ
イ
ロ
の
構
造
不
連
続

性
を
考
慮
し
た
動
的
解
析
モ
デ
ル
と

地
震
応
答
解
析
」

▽
桜

�
�
�

井�

修
�
�
�

次�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
建
築
工
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
、
平
成
８
年
博
士
（
工
学
・

北
海
道
大
学
）、
昭
和
53
年
北
海
道
美

唄
工
業
高
校
教
諭
、昭
和
57
年
本
学
工

学
部
講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、
昭

和
63
年
同
教
授（
建
築
構
造
力
学
基
礎

Ⅰ
・
演
習
な
ど
担
当
）、
平
成
７
年
同

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

平
成
14
年
同
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
建
設
工
学
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
受
賞
：
日
本
雪

工
学
会
学
会
賞（
学
術
賞
）、著
書
：
日

本
建
築
学
会
「
建
築
物
荷
重
指
針
・
同

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

教
育
振
興
会
に
平
成
28
年
度

も
多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
尊
い
お
志
に
た
い
し
ま

し
て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
28
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算
報

告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は
次

の
通
り
で
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼

10
万
円
未
満

内
田
和
浩
、加
藤
正
晴
、木
村
勝
照
、許

士
達
広
、小
松
か
お
り
、嵯
峨
浩
、佐
々

木
啓
明
、
佐
藤
剛
、
佐
藤
芳
彰
、
高
木

裕
之
、
武
市
靖
、
竹
田
直
弘
、
只
石
め

ぐ
み
、
谷
川
信
幸
、
中
川
か
ず
子
、
稗

貫
俊
文
、
福
原
正
己
、
伏
見
卓
、
ブ
シ

ャ
ー
ジ
ェ
レ
ミ
、
堀
内
彰
、
増
地
あ
ゆ

み
、
水
野
谷
武
志
、
渡
部
多
美
子
　

他
匿
名
６
名
様

▼

10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

奥
田
仁
、
佐
藤
克
廣

▼
１
０
０
万
円
以
上

朝
倉
利
光
、
木
村
和
範
、
名
塩
良
一
郎

▼
金
額
非
公
開

伊
熊
克
己
、石
嶋
芳
臣
、上
野
誠
治
、上

野
之
江
、
魚
住
純
、
小
幡
卓
司
、
草
間

秀
樹
、
郡
司
淳
、
小
田
清
、
佐
藤
淑
子
、

佐
藤
信
、
須
田
一
弘
、
髙
橋
義
裕
、
田

中
綾
、
田
村
卓
哉
、
中
村
寿
司
、
福
田

都
代
、
藤
本
哲
也
、
真
柄
祥
吾
、
宮
入

隆
、
森
下
宏
美
　
他
匿
名
６
名
様

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼

10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

北
海
学
園
教
職
員
組
合
大
学
班
、
北
海

学
園
生
活
協
同
組
合
、
他
匿
名
１
社

【
平
成
28
年
度
寄
付
金
合
計
】

８
、
２
８
０
、
０
０
０
円

【
寄
付
金
累
計
】

４
１
、
２
２
８
、
５
８
７
円

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

寄
付
者
ご
芳
名

名誉教授称号授与式にて。前列左から奥田仁名誉教授、瀬川修二名誉教授、安酸
学長、桜井修次名誉教授、竹内潔名誉教授、後列左3人目から笠嶋修次名誉教授、
船岡誠名誉教授、小野恭平名誉教授、佐藤謙名誉教授

解
説
」（
執
筆
分
担
）、
論
文
：
日
本
建

築
学
会
「
屋
根
面
風
圧
と
屋
根
雪
分
布

と
の
相
互
関
係
に
基
づ
く
屋
根
雪
の

実
用
的
偏
分
布
評
価
法
」

▽
佐�

藤�
�

謙�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
48
年
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
昭
和

48
年
本
学
教
養
部
講
師
、
昭
和
55
年

同
助
教
授
、
昭
和
62
年
同
教
授
、
平
成

８
年
博
士
（
学
術
）（
広
島
大
学
）、
平

成
10
年
同
工
学
部
教
授（
環
境
生
物
科

学
Ⅰ
な
ど
を
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
北
海
道

高
山
植
生
誌
』、
共
著
：『
こ
こ
が
み
ど

こ
ろ
日
本
の
山
、
地
形
・
地
質
か
ら
植

生
を
読
む
』、
論
文
：「
ア
ポ
イ
岳
と
幌

満
岳
の
超
塩
基
性
岩
植
生
」

▽
竹
内

�
�
�
�

潔�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
49
年
北
海
道
大
学
理
学

部
動
物
学
科
卒
業
、昭
和
54
年
理
学
博

士
取
得（
東
京
都
立
大
学
）、昭
和
54
年

ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
分
子
生

物
・
生
物
科
学
部
門
研
究
員
、昭
和
56

年
ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
海
洋
生
物
学
研
究

所
研
究
員
、昭
和
57
年
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス

タ
ン
大
学
医
学
部
細
胞
生
物
学
部
門

上
席
特
別
研
究
員
、昭
和
58
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
パ
ー
ク
記

念
癌
研
究
所
特
別
研
究
員
、昭
和
62
年

タ
フ
ト
大
学
医
学
部
生
物
医
学
研
究

所
助
教
授
、昭
和
62
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
医
学
部
分
子
生
物
学
、
精
神
神
経
科

生
化
学
部
門
助
教
授
、
平
成
３
年
北
海

学
園
北
見
大
学
教
授
、
平
成
４
年
本
学

人
文
学
部
教
授
（
現
代
科
学
論
な
ど
担

当
）、平
成
22
年
同
工
学
部
教
授（
細
胞

生
物
学
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「
動
物
モ

デ
ル
を
使
っ
た
人
病
態
の
研
究
─
人

チ
ェ
ダ
ッ
ク
・
ヒ
ガ
シ
症
候
群
モ
デ

ル
動
物
（
ベ
イ
ジ
ュ
・
マ
ウ
ス
）
の
好

中
球
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
と
阻
害
物
質
の

生
体
制
御
機
構
を
探
る
」、「
ア
メ
リ
カ

の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
バ
イ

オ
産
業
─
そ
の
黎
明
期
：
１
９
７
０

年
代
～
１
９
８
０
年
代
─
（
The

Rise of a New Industry in

U.S. The Early Years of

Biotechnology Com
panies?

1970s To 1980s）」、「
ア
メ
リ
カ

の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
戦
略
と
日

本
の
バ
イ
オ
産
業
：
グ
ロ
ー
バ
ル
な

市
場
獲
得
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
国
家

戦
略
か
ら
学
ぶ
」

◆

◆

◆

◆

◆

◆

平
成
28
年
度
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
が
３
月
20
日
、
北

海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー
る
」
に
て
行
わ
れ

（
９
月
期
は
平
成
28
年
９
月
30
日
挙
行
）、
学
部
学
生
１
７
９
８

名
（
９
月
期
含
む
）、
大
学
院
修
了
生
18
名
（
９
月
期
含
む
）
が

新
た
に
社
会
へ
と
巣
立
っ
た
。

ま
た
、同
会
場
に
て
４
月
２
日
、平
成
29
年
度
入
学
式
が
行
わ

れ
、
学
部
学
生
２
０
６
９
名
、
大
学
院
生
26
名
、
合
わ
せ
て
２
０

９
５
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
。

学  科 累  計
28年度卒業生

経
済

経
営

法

人
文

工

１
部

２
部

１
部
２
部

１
部

２
部

１
部

２
部

経 済 学 科 151 19,610
地域経済学科 133 1,622
経 営 学 科 ─ 8,766
経 済 学 科 61 7,482
地域経済学科 36 481
経 営 学 科 ─ 3,291
経 営 学 科 159 1,938
経営情報学科 137 1,623
経 営 学 科 96 1,039
法 律 学 科 138 11,820
政 治 学 科 131 1,795
法 律 学 科 78 5,309
政 治 学 科 56 696
日本文化学科 96 2,026
英米文化学科 96 1,976
日本文化学科 42 833
英米文化学科 40 595

社会環境工学科 73 4,187
建 築 学 科 72 4,356
電子情報工学科
生 命 工 学 科

70 2,546

（修　士） 3 201
（博士甲） 1 10
（博士乙） ─ 1
（修　士） 3 103
（博士甲） ─ 12
（博士乙） ─ 5
（法・修士） 4 97
（政・修士） 2 24
（法・博士甲） ─ 9
（法・博士乙） ─ 4
（日・修士） 1 89
（英・修士） 2 27
（日・博士甲） ─ 3
（日・博士乙） ─ 6
（建・修士） ─ 141
（電・修士）

経済学
研究科

経営学
研究科

法　学
研究科

文　学
研究科

工　学
研究科

─ 46
（建・博士甲）
（電・博士甲）

─ 7

法務研究科（専門職学位課程） 2 146

83,0441,745

大　
　

学　
　

院

大学・大学院　計

平成28年度 卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数

9月期
研究科 累  計

28年度修了生
9月期合計 合計

　9
3
─
9
3
─
3
4
5
3
2
11
6
1
─
3
1
4
2
2

1 部　計 1,318 62,381
2 部　計 409 19,726
大学　計 1,727 82,10771

38
33

160
136
0
70
39
0

162
141
101
141
133
89
62
97
96
45
41
77
74
72

62 116─ 62
1,351
447
1,798

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─ 6─
─

大学院　計 18 937

（単位/人） （単位/人）

0

71

3
1
0
3
0
0
4
2
0
0
1
2
0
0
0
0
0
0
2

18

1,816

学科 入学者

経
済

学部学部 研究科 入学者

経
営

法

人
文

工

経 済 学 科
366

地域経済学科

経 済 学 科
147

地域経済学科
経 営 学 科 182
経営情報学科 160
経 営 学 科 118
法 律 学 科

300
政 治 学 科
法 律 学 科

218
政 治 学 科
日本文化学科 111
英米文化学科 109
日本文化学科 53

英米文化学科 39
社会環境工学科 53
建 築 学 科 75
電子情報工学科 74
生 命 工 学 科 64

1 部　計 1,494

2 部　計 575

大学　　計 2,069

経済学研究科
1
3

経営学研究科
5

─

法学研究科
4
2

文学研究科
3

─

工学研究科
2

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程） ─
法務研究科 （専門職学位課程） 6

大学院　計 26

2,095

大　

学　

院

大学・大学院　計

平成29年度 入学者数

１
部

２
部

２
部

１
部

１
部

２
部

１
部

２
部

平
成
28
年
度

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

入
学
式 

挙
行

平
成
29
年
度

北海きたえーるで行われた入学式（4月2日）

現
代
の
大
学
は
世
界
的
に
未
曽

有
の
諸
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
わ
が
国
の
大
学
に

と
っ
て
の
難
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
大
波

の
な
か
で
、
い
か
に
自
ら
の
立
ち

位
置
と
方
向
性
を
定
め
る
か
は
、

本
学
に
と
っ
て
も
喫
緊
の

要
事
で
す
。
近
年
、「
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
本
学
の
よ
う
な

地
域
に
根
差
し
た
大
学
の

立
場
か
ら
は
、
地
域
と
世

界
を
つ
な
ぐ
有
為
な
人

材
、
つ
ま
り
グ
ロ
ー
カ
ル

人
材
の
育
成
が
急
務
で

す
。北

海
道
と
い
う
地
方
に

限
定
し
た
人
材
の
育
成
の

時
代
は
、
も
は
や
過
去
の

も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代

に
は
、
ど
ん
な
ロ
ー
カ
ル
な
職
場

で
働
く
に
せ
よ
、「
地
球
規
模
で
考

え
る
」こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
で

す
か
ら
、「
地
球
規
模
で
考
え
る
」

訓
練
を
積
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
思

考
を
身
に
つ
け
た
有
為
な
人
材
と

し
て
、
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
か

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
一
つ
の
言

葉
を
こ
こ
に
贈
り
ま
す
。
そ
れ
は

“
aim
 high
と
い
う
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
は
「
望
み
を
高
く
持
つ
」

「
目
標
を
高
い
と
こ
ろ
に
置
く
」

「
狙
い
が
高
い
」
と
い
う
ほ
ど
の
意

味
で
す
。
わ
た
し
は
ア
メ
リ
カ
留

学
中
に
こ
の
言
葉
と
出
会
い
、
爾�

来�
�

こ
れ
を
座
右
の
銘
に
し
て
き
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、“
aim

high”は
 US. Air Force

（
米
国
空
軍
）
の
モ
ッ
ト
ー
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

学
業
に
お
い
て
も
高
い
志
、

崇
高
な
目
標
の
な
い
と
こ
ろ

に
、
真
に
立
派
な
成
果
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
望
み
を
高
く
持

て
ば
持
つ
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
克

服
す
べ
き
障
害
や
困
難
は
増
え

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
望
み
を

高
く
持
っ
て
こ
そ
幾
多
の
困
難

に
も
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。“
aim
 high”
は
ク

ラ
ー
ク
博
士
の「
少
年
よ
、
大
志

を
抱
け
」（“
Boys, be am
bi-

tious”）
に
も
通
じ
ま
す
。
そ
れ

は
ま
た「
開
拓
者
精
神
」に
も
通
じ

る
も
の
で
す
。

混
迷
を
深
め
る
こ
の
時
代
に
、

北
海
道
の
大
地
か
ら
「
開
拓
者
精

神
」の
松
明

�
�
�
�

を
、
赤
々
と
全
国
・
全

世
界
に
向
け
て
高
く
掲
げ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

“
Aim
 high!” 

AIM HIGH（望みを高く持つ）

安酸敏眞学長 入学式式辞（要旨）

”
“

”
“”

”

““

”
“



（3） 第110号北海学園大学  学報2017年（平成29年）6月1日

当
、平
成
23
年

博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
公

共
政
策
論
特
論
、
公
共
政
策
論
特
殊

研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
法
学

部
長
、
平
成
28
年
開
発
研
究
所
長
、

日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会
会
長
、平
成
29
年

法
学
部
長
再
任

▼
人
文
学
部
長
　

上�
�

野�

誠�
�

治�

教
授

昭
和
58
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
英

米
文
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）、
昭
和
62

年
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

英
米
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
、
昭
和
62
年
東
日
本
学
園

大
学
教
養
部
講
師
（
現
北
海
道
医
療
大

学
）、昭
和
63
年
釧
路
公
立
大
学
経
済

学
部
講
師
、
平
成
４
年
本
学
教
養
部

助
教
授
、
平
成
10
年
人
文
学
部
助
教

授
、
平
成
15
年
教
授
（
英
語
学
概
論

な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
27

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
欧
米
言

語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習

な
ど
担
当
）、平
成
28
年
人
文
学
部
長

▼
工
学
部
長
　真�

柄�
�

祥
�
�
�

吾�

教
授

昭
和
55
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
建

築
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
同

年
同
大
学
工
学
部
助
手
、
昭
和
58

年
工
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、
昭

和
59
年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平

成
３
年
教
授
（
構
造
力
学
応
用

Ⅰ
・
演
習
な
ど
担
当
）、
平
成
５
年

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
建
築
構
造
解
析
特
論
Ⅰ
な
ど

担
当
）、
平
成
22
年
入
試
部
長
、
平

成
27
年
工
学
部
長

▼
経
済
学
研
究
科
長
　

森
下

�
�
�
�

宏�
�

美�

教
授

昭
和
58
年
福
島

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経

済
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
（
経
済
学
修
士
）、
昭
和

61
年
北
海
道
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
経
済
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
退
学
、
昭
和
61
年
北

海
道
大
学
経
済
学
部
助
手
、
平
成

元
年
釧
路
短
期
大
学
講
師
、
平
成

７
年
本
学
経
済
学
部
助
教
授
 、
平

成
10
年
教
授
（
経
済
学
史
な
ど
担

当
）、 大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
、
平
成
15
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
経
済
学
史
特
殊
講

義
 、
経
済
学
史
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
平
成
18
年
教
務
セ
ン
タ
ー

長
、平
成
24
年
経
済
学
部
長
、平
成

28
年
経
済
学
研
究
科
長

▼
経
営
学
研
究
科
長
　

大
平

�
�
�
�

義
隆

�
�
�
�

教
授

昭
和
62
年
早
稲

田
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
博

士
前
期
課
程
修

了（
商
学
修
士
）、平
成
４
年
専
修
大

学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
同
年
信
州

短
期
大
学
講
師
、
平
成
７
年
同
助
教

授
、平
成
10
年
新
潟
経
営
大
学
助
教

授
、平
成
15
年
本
学
経
営
学
部
教
授

（
経
営
学
概
論
な
ど
担
当
）、平
成
16

年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
（
経
営
組
織
論
特
殊
講
義
、

経
営
組
織
論
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
平
成
20
年
博
士
（
後
期
）
課
程

担
当
、
同
年
就
職
部
長
、平
成
29
年

経
営
学
研
究
科
長

▼
法
学
研
究
科
長
　

佐�

藤�
�

克�
�

廣�
�

教
授

一
九
八
一
年
中

央
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
政

治
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
一

九
八
一
年
本
学
法
学
部
講
師
、
一
九

八
六
年
助
教
授
、
一
九
九
四
年
教
授

（
行
政
学
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
一
九
九
九

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
行
政

学
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
二
〇
一

五
年
法
学
研
究
科
長

▼
文
学
研
究
科
長
　

菅�
�

泰�
�

雄�

教
授

昭
和
57
年
北

海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科

国
文
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
同
年
国

立
旭
川
工
業
高
等
専
門
学
校
講

師
、昭
和
58
年
同
助
教
授
、平
成
５

年
本
学
人
文
学
部
教
授
、
平
成
18

年
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

な
ど
担
当
）、
平
成
28
年
博
士
（
後

期
）課
程
担
当（
日
本
言
語
・
思
想
文

化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ａ
な
ど

担
当
）、
平
成
29
年
文
学
研
究
科
長

▼
工
学
研
究
科
長
　

佐�

藤�
�

哲�
�

身�

教
授

昭
和
51
年
室

蘭
工
業
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
建
築
工
学
専

攻
修
士
課
程
修
了
（
工
学
修
士
）、

平
成
６
年
博
士
（
工
学
［
室
蘭
工
業

大
学
］）、
昭
和
51
年
室
蘭
工
業
大

学
工
学
部
助
手
、
昭
和
57
年
本
学

工
学
部
講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教

授
、
平
成
２
年
同
教
授
（
建
築
環
境

計
画
な
ど
担
当
）、
平
成
３
年
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

平
成
７
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
都
市
環
境
評
価
特
論
、
音
環
境
計

画
特
別
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
24

年
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、

平
成
29
年
工
学
研
究
科
長

▼
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）長

松
久

�
�
�
�

三
四

�

�

彦�
�

教
授

昭
和
56
年
北

海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

退
学
、
昭
和
56
年
小
樽
商
科
大
学

短
期
大
学
部
講
師
、
昭
和
58
年
同

助
教
授
、
昭
和
60
年
金
沢
大
学
法

学
部
助
教
授
、
平
成
３
年
同
教
授
、

平
成
６
年
北
海
道
大
学
法
学
部
教

授
、
平
成
12
年
同
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
教
授
、
平
成
27
年
本
学

大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
民
法

Ⅰ
な
ど
担
当
）・
法
学
部
教
授
、
平

成
29
年
法
務
研
究
科
長

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

山�
�

田�

誠せ
い

治�

経
済
学
部
教
授

平
成
元
年
東
北

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
工

業
経
済
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
中
退
、
平
成
元
年

本
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
２
年

助
教
授
、平
成
10
年
教
授（
中
小
企

業
論
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
済
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
17

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
中
小

企
業
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成

26
年
教
務
セ
ン
タ
ー
長

▼
学
生
部
長
　

鈴�
�

木�

美
佐
子

�

�

�

法
学
部
教
授

昭
和
63
年
お

茶
の
水
女
子
大

学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
哲

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修

士
）、
平
成
４
年
お
茶
の
水
女
子
大

学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
比
較

文
化
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
修
得

退
学
、
平
成
４
年
東
京
工
業
大
学

工
学
部
助
手
、
平
成
８
年
東
京
工

業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究

科
助
手
、
平
成
10
年
本
学
法
学
部

助
教
授
、平
成
17
年
教
授（
論
理
学

な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
務
研
究
科

専
門
職
学
位
課
程
兼
担
、
平
成
28

年
学
生
部
長

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

田�

村�
�

卓�
�

哉�

経
営
学
部
教
授

昭
和
58
年
北

海
道
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究

科
教
育
学
専
攻

修
士
課
程
修
了
（
教
育
学
修
士
）、

昭
和
62
年
北
海
道
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
昭

和
62
年
北
見
工
業
大
学
講
師
、
平

成
２
年
北
見
工
業
大
学
助
教
授
、

平
成
15
年
本
学
助
教
授
、
平
成
16

年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
経
営
学

専
攻
修
士
課
程
兼
担
、
平
成
19
年

教
授
（
心
的
情
報
処
理
な
ど
担

当
）、
平
成
28
年
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
長

▼
入
試
部
長
  

元も
と

木き

邦く
に

俊と
し

工
学
部
教
授

平
成
元
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博

士
課
程
修
了（
工
学
博
士
）、平
成
元

年
本
学
工
学
部
助
手
、
平
成
３
年
講

師
、
平
成
５
年
助
教
授
、
平
成
13
年

教
授
（
電
子
回
路
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、平
成
19
年
博
士（
後
期
）課

程
担
当
（
音
声
情
報
処
理
工
学
特
論

な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
入
試
部
長

▼
図
書
館
長
　

大
谷

�
�
�
�

通
順

�
�
�
�

人
文
学
部
教
授

昭
和
60
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
中

国
文
学
専
攻
博

士
課
程
中
退
、
昭
和
61
年
北
海
道
大

学
助
手（
文
学
部
文
部
教
官
）、平
成
元

年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
４
年
同
助

教
授
、
平
成
９
年
同
教
授
、
平
成
10
年

人
文
学
部
教
授
（
中
国
文
学
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
平
成
18
年
大
学
院
文
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
28
年
博
士
（
後

期
）課
程
担
当（
日
本
言
語
・
思
想
文
化

論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ
な
ど
担
当
）

▼
経
済
学
部
長
　佐�

藤�
�

信�
�
�

教
授

平
成
４
年
北
海

道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
研
究

科
社
会
環
境
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
、
平
成
６
年
北

海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
農

業
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
中
退
、
昭

和
62
年
（
株
）
創
健
社
、平
成
４
年
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
平
成

６
年
市
立
名
寄
短
期
大
学
・
名
寄

市
立
大
学
講
師
、助
教
授
、准
教
授
、

平
成
20
年
本
学
経
済
学
部
教
授（
非

営
利
組
織
論
な
ど
担
当
）、
平
成
21

年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
協
同
組
合
組
織
論
特
殊
研
究
な
ど

担
当
）、
平
成
27
年
経
済
学
部
長

▼
経
営
学
部
長
　

石�
�

嶋�
�

芳�
�

臣�
�

教
授

平
成
６
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

経
営
学
・
会
計

学
専
攻
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
、
同
年
本
学
経
済
学
部

講
師
、
平
成
７
年
経
済
学
部
助
教

授
、
平
成
15
年
経
営
学
部
助
教
授
、

平
成
16
年
大
学
院
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
19
年
教
授

（
企
業
論
な
ど
担
当
）、
平
成
24
年

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
現
代
企

業
論
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平

成
27
年
経
営
学
部
長

▼
法
学
部
長
兼
開
発
研
究
所
長

樽�
�

見�

弘
紀

�
�
�
�

教
授

平
成
３
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
大
学

公
共
経
営
大
学

院
修
士
課
程
修

了（
行
政
学
修
士
）、平
成
11
年
立
教

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
、
平
成
11
年
本
学
法
学
部
講
師
、

平
成
12
年
同
助
教
授
、
平
成
17
年

同
教
授
（
公
共
政
策
論
な
ど
担
当
）、

大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
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◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

［
教
　
員
］

平
成
29
年
３
月
31
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
 教
授
・
経

済
学
部
 教
授
 奥
田
仁
▽
大
学
院
経

済
学
研
究
科
 教
授
・
経
済
学
部
 教

授
 笠
嶋
修
次
▽
経
済
学
部
 教
授
 瀬

川
修
二
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
 教

授
・
法
学
部
 教
授
 藤
田
正
▽
大
学

院
文
学
研
究
科
 教
授
・
人
文
学
部

教
授
 岩
崎
ま
さ
み
▽
大
学
院
文
学
研

究
科
 教
授
・
人
文
学
部
 教
授
 川
上

武
志
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
 教
授
・

人
文
学
部
 教
授
 船
岡
誠
▽
大
学
院

工
学
研
究
科
 教
授
・
工
学
部
 教
授

桜
井
修
次
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
 教

授
・
工
学
部
 教
授
 小
野
恭
平
▽
大

学
院
工
学
研
究
科
 教
授
・
工
学
部

教
授
 佐
々
木
正
規
▽
大
学
院
工
学
研

究
科
 教
授
・
工
学
部
 教
授
 佐
々
木

康
彦
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
 教
授
・

工
学
部
 教
授
 竹
内
潔
▽
工
学
部
 教

授
 佐
藤
謙
▽
大
学
院
法
務
研
究
科

教
授
・
法
学
部
 教
授
 矢
吹
徹
雄
▽

大
学
院
経
済
学
研
究
科
 教
授
・
経
済

学
部
 教
授
 犬
飼
裕
一
▽
法
学
部
 講

師
 中
條
美
和
▽
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授
・
人
文
学
部
 教
授
 井
野
葉
子

▽
経
済
学
部
（
図
書
館
学
課
程
）
講
師

菅
原
英
一

退
　
職

教
授
 上
田
雅
幸
▽
経
営
学
部
 教
授

青
木
千
加
子
▽
大
学
院
法
学
研
究
科

（
修
）
教
授
・
法
学
部
 教
授
 淺
野
高

宏
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
）
教

授
・
法
学
部
教
授
 酒
井
博
行
▽
大

学
院
法
学
研
究
科
（
修
）
教
授
・
法
学

部
教
授
 村
上
愛
▽
法
学
部
 教
授
 中

根
研
一
▽
法
学
部
 准
教
授
 稻
垣
美

穂
子
▽
工
学
部
 教
授
 熊
坂
亮

平
成
29
年
４
月
１
日
付

※
再
雇
用
を
含
む

▽
経
済
学
部
 准
教
授
 北
原
寛
子
▽

経
済
学
部
 准
教
授
 佐
藤
敦
紘
▽
法

学
部
 准
教
授
 官
田
光
史
▽
人
文
学

部
 准
教
授
 小
柳
敦
史
▽
大
学
院
文

学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
・
人
文
学
部

准
教
授
 鈴
木
英
之
▽
人
文
学
部
 講

師
 森
川
慎
也
▽
工
学
部
 教
授
 植
松

武
是
▽
工
学
部
 教
授
 笹
森
崇
行
▽

工
学
部
 教
授
 早
矢
仕
有
子
▽
工
学

部
 准
教
授
 水
谷
武
臣
▽
工
学
部
 教

授
 森
越
文
明
▽
大
学
院
法
務
研
究
科

教
授
・
法
学
部
 教
授
 矢
吹
徹
雄
▽

人
文
学
部
（
教
職
課
程
）
講
師
 板
東

眞
一
▽
経
済
学
部
（
図
書
館
学
課
程
）

講
師
 菅
原
英
一平

成
29
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科（
博
）教
授
 秦

博
美
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教

授
 若
月
秀
和
▽
大
学
院
法
務
研
究
科

（
博
）
教
授
 岡
田
信
弘
▽
大
学
院
法

学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
 稻
垣
美
穂

子
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
（
博
）
教
授

大
石
和
久
▽
大
学
院
文
学
研
究
科

（
博
）教
授
 田
中
洋
也
▽
大
学
院
文
学

研
究
科（
博
）教
授
 田
中
綾
▽
大
学
院

文
学
研
究
科（
修
）教
授
 寺
田
吉
孝
▽

大
学
院
文
学
研
究
科（
修
）准
教
授
 仲

丸
英
起

［
職
　
員
］     平

成
28
年
6
月
30
日
付

▽
法
学
部
 事
務
係
長
 赤
坂
武
道

平
成
29
年
3
月
31
日
付

▽
事
務
部
 事
務
部
長
 木
村
勝
照
▽

採
　
用

大
学
院
担
当
発
令

退
　
職

大
学
院
工
学
研
究
科
・
工
学
部
 事
務

長
 藤
本
哲
也
▽
工
学
部
 主
任
 日
置

奈
津
子
▽
工
学
部
 臨
時
労
務
職
員

太
田
直
子
▽
工
学
部
 事
務
嘱
託
 木

村
比
▽
工
学
部
 事
務
嘱
託
 高
橋
和

彦
▽
工
学
部
 事
務
嘱
託
 浜
野
道
敏
　

平
成
29
年
４
月
１
日
付

（
　
）
内
は
前
職

▽
大
学
院
事
務
部
（
兼
）
学
長
秘
書
業

務
総
括
担
当
 事
務
部
長
 鈴
木
寿
雄

（
事
務
部
庶
務
課
長
）
▽
大
学
院
経
済

学
研
究
科
・
経
済
学
部
 事
務
長
心
得

片
野
景
祐
（
工
学
部
事
務
係
長
）
▽
キ

ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
 事
務
長
 河

井
裕
司
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
長
心
得
）
▽
図
書
館
 事
務
長
心

得
 川
田
裕
之（
図
書
館
事
務
係
長
）▽

図
書
館
 事
務
係
長
 佐
々
木
哲
彦
（
図

書
館
主
任
）
▽
経
営
学
部
 主
任
 大
谷

浩
輔
（
経
営
学
部
書
記
）

      平
成
29
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
 書
記
 安
達
丈
▽
工
学

部
 書
記
 浅
野
吹
雪
▽
工
学
部
 臨
時

事
務
員
 木
村
比
▽
工
学
部
 臨
時
事

務
員
 高
橋
和
彦
▽
工
学
部
 臨
時
労

務
職
員
 太
田
直
子

      平
成
29
年
４
月
１
日
付

（
　
）
内
は
前
職

▽
大
学
事
務
部
 事
務
部
長
 堀
内
彰

（
大
学
院
事
務
部
長
（
兼
）
学
長
秘
書

業
務
総
括
担
当
）
▽
事
務
部
庶
務
課

課
長
 杉
山
匡
（
大
学
院
経
済
学
研
究

科
・
経
済
学
部
 事
務
長
）
▽
大
学
院

経
営
学
研
究
科
・
経
営
学
部
 事
務
長

武
田
雅
志（
図
書
館
事
務
長
）▽
 大
学

院
工
学
研
究
科
・
工
学
部
 事
務
長

河
村
洋
行
（
大
学
院
経
営
学
研
究

科
・
経
営
学
部
事
務
長
）
▽
教
務
セ

ン
タ
ー
 事
務
係
長
 向
井
晃
平
（
入
試

部
入
試
課
係
長
）
▽
入
試
部
入
試
課

係
長
 中
山
知
幸
（
教
務
セ
ン
タ
ー
事

務
係
長
）
▽
工
学
部
 主
任
 関
崎
晋
史

（
経
済
学
部
主
任
）
▽
入
試
部
入
試
課

書
記
 渡
邊
任
（
法
学
部
書
記
）　

採
　
用

異
　
動

昇
　
格

人人人
事事事
往往往
来来来

    平
成
29
年
３
月
31
日
付

▽
学
長
　
木
村
和
範

    平
成
29
年
３
月
31
日
付

▽
法
学
部
長
（
教
授
）
草
間
秀
樹
▽
大

学
院
経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）
佐
藤

芳
彰
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
教

授
）
須
田
一
弘
▽
大
学
院
工
学
研
究

科
長
（
教
授
）
上
浦
正
樹
▽
大
学
院
法

務
研
究
科
長
（
教
授
）
矢
吹
徹
雄
▽
図

書
館
長
（
教
授
）
安
酸
敏
眞

     平
成
29
年
４
月
１
日
付

▽
学
長
　
安
酸
敏
眞

平
成
29
年
４
月
１
日
付

※
再
任
を
含
む

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
佐
藤
信
▽
経

営
学
部
長
（
教
授
）
石
嶋
芳
臣
▽
法
学

部
長
（
教
授
）
樽
見
弘
紀
▽
工
学
部
長

（
教
授
）
真
柄
祥
吾
▽
大
学
院
経
営
学

研
究
科
長
（
教
授
）
大
平
義
隆
▽
大
学

院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）
佐
藤
克
廣

▽
大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
教
授
）
菅

泰
雄
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
長
（
教

授
）
佐
藤
哲
身
▽
大
学
院
法
務
研
究

科
長
（
教
授
）
松
久
三
四
彦
▽
図
書
館

長
（
教
授
）
大
谷
通
順

 

平
成
29
年
４
月
1
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
修
）
教

授
・
経
済
学
部
 教
授
 西
村
宣
彦
▽

経
済
学
部
 准
教
授
宇
土
至
心
▽
大

学
院
経
営
学
研
究
科
（
修
）
教
授
・
経

営
学
部
 教
授
 関
哲
人
▽
大
学
院
経

営
学
研
究
科
（
修
）
教
授
・
経
営
学
部

解
　
任

任
　
命

就
　
任

昇
　
格

退
　
任

学
部
学
部
長長
・・
研
究
科

研
究
科
長長
・・
機
関
長

機
関
長

学
部
学
部
長長
・・
研
究
科

研
究
科
長長
・・
機
関
長

機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

平成29年度

『
北
端
の
運
河
』
冨
澤　

謙

１
９
９
６
年
度
道
展
出
品（
油
彩
１
０
０
号
）

豊
平
校
舎
３
号
館
３
階
展
示

豊
陵
会
寄
贈
絵
画
1

本
学
学
内
に
は
、
各
所
に
絵
画
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
今
号
か
ら
、
そ
の
中
の

豊
陵
会
寄
贈
絵
画
20
点
を
紹
介
す
る
。

「
豊
陵
会
」
と
は
昭
和
39
年
か
ら
数
年

間
活
動
し
て
い
た
教
員
の
親
睦
会
で
、

平
成
16
年
に
当
時
の
熊
本
信
夫
学
長

（
名
誉
教
授
）
が
中
心
と
な
っ
て
豊
陵
会

の
積
立
金
の
有
効
活
用
を
検
討
。
北
海

道
美
術
協
会
（
道
展
）
の
会
員
の
方
々
の

ご
協
力
を
得
て
、
平
成
17
年
３
月
か
ら

５
回
に
分
け
て
学
内
展
示
と
な
っ
た
。

と
み
ざ
わ
 け
ん

１
９
３
４
年
小
樽
市
生
ま
れ
。
元
小
樽

市
中
学
校
美
術
教
諭
。
北
海
道
美
術
協
会

（
道
展
）
会
員
。
１
９
６
７
年
道
展
会
員
、

１
９
７
０
年
一
水
会
初
入
選
、
１
９
７
３

年
一
水
会
賞
受
賞
、
１
９
７
４
年
一
水
会

会
員
、
１
９
８
１
年
一
水
会
会
員
佳
作
賞

受
賞
、
１
９
７
２
年
〜
個
展
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
取
材
、
日
展
入
選

元
工
学
部
教
授
の
山
口

�
�
�
�

甲�
�
�

先

生（
81
歳
）が
平
成
29
年
３
月
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
ご
経
歴
》
昭
和
33
年
山
口
大
学

工
学
部
土
木
工
学
科
卒
、
同
年
建

設
省
入
省
、
北
海
道
開
発
局
出

向
、昭
和
57
年
北
海
道
開
発
局
河

川
計
画
課
長
、昭
和
58
年
北
海
道

開
庁
水
政
課
長
、昭
和
59
年
小
樽

開
発
建
設
部
長
、昭
和
61
年
北
海

道
開
発
局
官
房
次
長
、昭
和
63
年

北
海
道
開
発
局
建
設
部
長
、
平
成

元
年
北
海
道
開
発
局
長
、
平
成
２

年
退
官
、
同
年
工
学
博
士
（
北
海

道
大
学
）、
同
年
本
学
工
学
部
教

授
、
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
10
年
工
学
部
長
、

平
成
14
年
３
月
退
職
。「
河
川
工

学
、
地
域
工
学
特
論
」
な
ど
担
当
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田
�

中
� �

昭憲
� � � �

人
工
知
能
技
術
は
こ
こ
数
年

で
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
い
ま
す

が
、
人
間
の
言
葉
を
理
解
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ま
だ
完
成
し
て

い
ま
せ
ん
。
人
間
の
言
葉
に
含
ま

れ
る
「
曖
昧
さ
」
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
と
っ
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち

は
、
多
義
語
や
比
喩
の
よ
う
な
、

複
数
の
意
味
を
も
つ
表
現
に
出

会
っ
た
と
き
、
特
に
意
識
す
る
こ

と
な
く
正
し
い
意
味
を
選
択
で

き
ま
す
。「
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
食
べ

た
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、「
モ
ン
ブ
ラ

ン
」
の
意
味
を
「
山
の
名
前
」
や

「
万
年
筆
メ
ー
カ
ー
」
で
は
な
く

「
ケ
ー
キ
の
一

種
」
だ
と
考
え

ま
す
よ
ね
。
し

か
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
は
自
分

で
意
味
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
人
間
の
言

葉
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
は
、
文

中
の
表
現
が
ど
の
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
の
か
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
決
め
る
処
理
が
必
要
で
す
。
こ

の
よ
う
な
技
術
は
「
語
義
曖
昧
性

解
消
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ

の
語
義
曖
昧
性
解
消
で
す
。
オ
ノ

マ
ト
ペ
と
は
擬
音
語
・
擬
態
語

の
こ
と
で
、
日
本
語
の
語
彙
に
豊

富
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
オ
ノ
マ

ト
ペ
は
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

伝
え
る
と
き
や
、
微
妙
な
感
情
を

言
い
表
す
と
き
に
便
利
な
言
葉

で
す
。
一
方
で
、
は
っ
き
り
と
意

味
を
定
義
で
き
な
い
、
た
く
さ
ん

の
意
味
を
も
つ
、
意
味
が
変
化
し

や
す
い
と
い
っ
た
特
徴
も
あ
り
、

語
義
曖
昧
性
が
高
い
と
い
え
ま

す
。
た
と
え
ば
、「
ご
ろ
ご
ろ
」
と

い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
は
、
雷
が
鳴

る
音
、
大
き
く
て
重
い
も
の
が
転

が
る
音
、
何
も
せ
ず
に
無
駄
に
過

ご
し
て
い
る
様
子
、
猫
が
の
ど
を

鳴
ら
す
音
、
目
の
中

に
異
物
が
あ
る
様
子

な
ど
、
た
く
さ
ん
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
ぬ
る

ぬ
る
」
は
表
面
が
粘
液
状
の
も
の

で
覆
わ
れ
て
滑
り
や
す
い
様
子

を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
す
が
、
最

近
で
は
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
な
ど
が
滑
ら

か
に
動
く
様
子
と
い
う
新
し
い

意
味
も
派
生
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
文
中

の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
意
味
を
判
断

周
辺
文
脈
］
の
組
み
合
わ
せ
が
多

数
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺

文
脈
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
意
味
の

組
み
合
わ
せ
は
、
文
書
の
ジ
ャ
ン

ル
に
よ
ら
ず
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
現
在
も
継
続
中

で
、
平
成
29
年
度
に
は
研
究
課
題

「
オ
ノ
マ
ト
ペ
語
義
の
体
系
化
を

目
指
し
た
文
脈
情
報
付
き
オ
ノ

マ
ト
ペ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」

と
し
て
文
部
科
学
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら

れ
た
知
見
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

工
学
的
手
法
を
用
い
て
オ
ノ
マ

ト
ペ
の
意
味
と
文
脈
情
報
の
関

係
、
新
出
の
意
味
・
用
法
を
体
系

化
す
る
予
定
で
す
。

東
日
本
大
震
災

の
発
生
か
ら
６
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
福

島
県
で
は
、
多
く
の

人
達
が
未
だ
古
里

に
戻
れ
ず
、
避
難
生

活
が
続
い
て
い
ま

す
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
で
放
射
能
物
質

が
飛
び
散
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
地
域
に
住
ん
で
い
た

人
達
の
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
除

染
作
業
が
進
み
、
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
た
け
ど
古
里
に
帰
ら
ず
、

避
難
先
に
止
ま
っ
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
避
難
を
強
い
ら
れ
な
か

っ
た
け
ど
自
主
的
に
避
難
さ
れ

た
人
達
も
か
な
り
お
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
震
災
の
影
響
に

よ
る
関
連
死
は
今
も
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
宮
城
県
や
岩
手
県
の

比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
の
復
興
を
願
う
と
こ
ろ

で
す
が
、
事
故
を
起
こ
し
た
発
電

所
の
状
態
が
あ
ま
り
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
廃
炉
作
業
が
徐
々
に
し

か
進
ま
な
く
、
終
わ
り
が
見
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
で
す
。

原
子
炉
か
ら
溶
け
て
出
た
核
燃

料
（
燃
料
デ
ブ
リ
）
の
状
態
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
も
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
ゆ
え
に
、
取
り
出

し
方
法
す
ら
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。原

発
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
は

地
下
水
が
入
り
込
ん
で
く
る
の

で
す
が
、
そ
れ
が
燃
料
デ
ブ
リ
に

触
れ
て
今
も
日
々
約
２
０
０
ト

ン
の
汚
染
水
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
汚
染
水
に
含
ま
れ
る
放

射
能
物
質
を
除
去
し
て
い
る
の
で

す
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
と
い
う
物
質

だ
け
が
取
り
除
け
ず
、
貯
蔵
タ
ン

ク
を
建
設
し
な
が
ら
、
処
理
水
を

溜
め
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
量
、

80
万
ト
ン
を
超
え
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
は
排
水
基
準
以
下

に
稀
釈
す
れ
ば
科
学
的
に
問
題

な
い
の
だ
か
ら
海
洋
放
出
し
た

い
と
い
う
方
針
を
も
っ
て
い
ま

す
が
、
た
と
え
科
学
的
に
大
丈
夫

で
も
、
一
度
汚
染
水
に
な
っ
た
も

の
を
海
に
放
水
す
る
と
、
魚
が
売

れ
な
く
な
る
と
、
漁
業
団
体
が
猛

反
発
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
東
京
電
力
は
漁
業
団
体
の
意

向
を
汲
ん
で
放
水
を
計
画
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
原
子
力
規
制
委
員

会
委
員
長
が
排
水
基
準
内
な
ら

放
水
す
べ
き
だ
と
発
言
し
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
２
０
２

０
年
に
処
理
水
の
取
扱
に
つ
い

て
結
論
を
出
す
と
し
て
い
ま
す
。

福
島
の
復
興
は
国
民
と
の
関

係
を
取
り
戻
す
こ
と
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
事
故
の
影
響
は
ま
だ
続

き
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
関
心
を

も
っ
て
戴
き
た
く
思
い
ま
す
。

【
専
門
：
地
域
経
済
論
】

濱
田
先
生
の
著
書
『
魚
と
日
本

人
』（
岩
波
書
店
）（
１
面
に
掲
載
）

が
、
２
０
１
６
年
度
の
「
水
産
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
大
賞
」
に
選

ば
れ
た
。
本
賞
は
、
水
産
振
興
や

国
民
の
理
解
を
高
め
る
報
道
、
出

版
物
、
研
究
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も

の
。
日
本
の
水
産
業
の
実
態
を

「
職
」
と
「
食
」
と
い
う
視
点
を
通

し
て
描
い
た
濱
田
先
生
の
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

経
済
学
部
教
授

濱�
�

田�

武�
�

士�

今
も
持
続
す
る
被
災
地
の
問
題

工
学
的
手
法
で
捉
え
る
擬
音
・
擬
態
語

初
め
ま
し
て
。
こ
の
４
月
に
着

任
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
、
私
の
研
究
対
象
、

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
つ
い
て
、
大
い

に
私
感
を
交
え
て
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

今
を
遡
る
こ
と
三
十
余
年
前
、

大
学
入
学
を
機
に
大
阪
か
ら
北

海
道
に
や
っ
て
来
た
私
は
、
の
ん

び
り
学
生
生
活
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
た
ち

と
、
と
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
出
か

け
た
秋
の
夜
、
幸
か
不
幸
か
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
と
の
運
命
的
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
個
体
数
す
ら
不

明
の
謎
多
き
絶
滅
危
惧
種
の
存

在
感
は
圧
倒
的
で
し
た
。
そ
の

後
、
偶
然
に
も
、
大
学
院
で
こ
の

鳥
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
り
、
以

来
、
変
わ
る
こ
と
な
く
彼
ら
を
追

い
続
け
て
い
ま
す
。
満
１
才
の
春

か
ら
見
続
け
て
い
る
メ
ス
の
野

生
個
体
は
、
昨
年
30
才

を
迎
え
、今
年
も
元
気
に

ヒ
ナ
を
育
て
て
い
ま
す
。

彼
女
の
す
べ
て
の
子
と

夫
の
履
歴
を
私
は
事
細
か
に
見

続
け
て
来
ま
し
た
。

長
寿
で
個
体
数

が
少
な
い
生
き
物

の
生
活
史
を
研
究

す
る
の
は
、賢
明
な

学
者
の
す
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
年
か
け
て
も
デ

ー
タ
は
増
え
な
い

し
、ほ
と
ん
ど
の
観

察
結
果
が
、
一
例
の
事
例
報
告
に

過
ぎ
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

研
究
対
象
と
し
て
の
利
点
や
欠

点
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
、
生
き
物

と
し
て
の
魅
力
が
こ
の
鳥
に
は

備
わ
っ
て
い
ま
す
。
闇
夜
の
川
岸

で
眼
光
鋭
く
魚
を
狙
う
威
厳
に

満
ち
た
外
観
も
素
敵
で
す
が
、
一

方
で
、
昼
ド
ラ
顔
負
け
の
愛
憎
劇

か
ら
も
目
を
離
せ
ま
せ
ん
。
父
と

娘
、
祖
母
と
孫
、
兄
妹
、
姉
弟
間

で
の
つ
が
い
形
成
は
さ
ほ
ど
稀

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
親
の
す
ね

を
か
じ
り
続
け
る
パ
ラ
サ
イ
ト

シ
ン
グ
ル
や
、
生
活
が
苦
し
く
な

る
た
び
に
実
家
に
帰
っ
て
親
の

分
け
前
に
あ
ず
か
る
既
婚
の
娘

な
ど
、
き
わ
め
て
人
間
的
、
且
つ
、

我
々
が
作
り
上
げ
た
道
徳
や
倫

理
と
は
無
縁
の
逞
し
さ
に
、
彼
ら

が
長
い
進
化
の
歴
史
で
獲
得
し

た
で
あ
ろ
う
、
し
た
た
か
な
生
命

力
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
30
年
を
超
え
る
保
護
活

動
に
よ
り
、
北
海
道
に
生
息
す
る

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
個
体
数
は
、
よ

う
や
く
１
４
０
羽
に
回
復
し
、
微

増
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
長
年

の
保
護
施
策
に
伴
い
、
シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
を
悩
ま
せ
る
新
た
な
問
題

も
数
々
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
解

決
こ
そ
が
今
、
私
が
傾
注
し
て
い

る
研
究
課
題
な
の
で
す
が
、
紙
面

が
尽
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
は
ま

た
別
の
機
会
に
。

【
専
門
：
保
全
鳥
類
学
】

平
成
27
年
度
全
国
体
力
・
運

動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
（
文

部
科
学
省
）
の
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
体
力
合
計
点
は
、
小
・
中
学

校
の
女
子
で
現
調
査
開
始
の
平

成
20
年
度
以
降
、
最
も
高

い
値
で
あ
っ
た
。
種
目
別

で
は
、
女
子
児
童
・
生
徒

の
上
体
起
こ
し
、
20
ｍ
シ

ャ
ト
ル
ラ
ン
、
50
ｍ
走
、

反
復
横
と
び
等
が
調
査

開
始
以
降
、
最
も
高
い
値

で
あ
っ
た
。
学
校
や
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
意

欲
的
な
取
り

組
み
が
、効
果

を
示
し
始
め

て
い
る
。

青
少
年
期

の
具
体
的
な

身
体
活
動
の

実
施
方
法
に

つ
い
て
は
、わ

が
国
で
は
１

９
８
０
年
に

宮
下
が
報
告

し
た
、身
長
の
発
育
に

応
じ
た
体
力
要
素
の

至
適
開
始
時
期
に
基

づ
い
て
、
学
校
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
の
指
導
内
容
が
考
案

さ
れ
て
い
る
。ま
た
カ
ナ

ダ
で
は
、身
長
発
育
段
階

と
の
関
係
で
指
導
内
容

を
説
明
し
た
L
T
A
D

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、２
０
０

５
年
に
各
競
技
団
体
が

作
成
し
て
い
る
。２
０
２

０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
向
け
て
、タ

レ
ン
ト
発
掘
な
ど
小
学

生
期
や
幼
児
期
の
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
関
心
が
強
く

な
っ
て
い
る
今
、子
ど
も

の
発
達
段
階
と
体
力
要

素
へ
の
最
適
な
働
き
か

け
の
時
期
に
関
す
る
科

学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
集

積
が
重
要
性
を
増
し
て

い
る
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の

体
力
向
上
に
の
み
関
心
が
偏
る

こ
と
な
く
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
活
動

的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
よ
り
重

要
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
必
要
な
多
く
の
運

動
の
基
と
な
る
多
様
な
動
き
を

幅
広
く
獲
得
す
る
た
め
に
、
中
村

ら
が
作
成
し
た
「
子
ど
も
の
基
本

動
作
36
」
や
、
文
部
科
学
省
に
よ

る
「
幼
児
期
運
動
指
針
」
な
ど
が

策
定
さ
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
で

は
、
学
校
体
育
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
基
礎
部
分
に
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
リ

テ
ラ
シ
ー
と
い
う
概
念
が
置
か

れ
て
い
る
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
リ
テ
ラ

シ
ー
と
は
、「
生
涯
を
通
じ
て
身

体
活
動
を
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め

に
必
要
な
、
動
機
、
自
信
、
身
体

的
有
能
感
、
知
識
・
理
解
」
と
定

義
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
期
の
体

力
や
運
動
能
力
の
獲
得
の
み
な

ら
ず
、
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
態
度
や
能
力
を
育
成

す
る
と
い
う
意
味
で
、
参
考
と
な

る
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
専
門
：
発
育
発
達
】

工
学
部
教
授

早
矢
仕

�

�

�
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子どもの体力向上と生涯スポーツ
－日本とカナダの取り組み―

水
産
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
会
大
賞
を
受
賞

幻
の
鳥
の
意
外
な
素
顔

威厳に満ちたシマフクロウの存在感

◆

◆

◆

す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
で
し

ょ
う
か
。「
ご
ろ

ご
ろ
」の
周
辺
に

「
寝
る
」、「
転
が

る
」、「
石
」、「
雷
」

の
よ
う
な
単
語

が
見
つ
か
れ
ば
、

オ
ノ
マ
ト
ペ
の

意
味
を
判
断
す

る
上
で
役
に
立

ち
そ
う
で
す
。つ

ま
り
、オ
ノ
マ
ト

ペ
が
ど
の
よ
う

な
文
脈
で
、ど
の

よ
う
な
意
味
で

使
用
さ
れ
る
の

か
と
い
う
情
報

が
意
味
を
判
断

す
る
基
準
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の「
判
断
基
準
」を

大
量
に
集
め
る
た
め
に
、
書
籍
、

雑
誌
、
白
書
、
ブ
ロ
グ
、
ネ
ッ
ト

掲
示
板
、
教
科
書
、
法
律
な
ど
の

複
数
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
る
１

億
４
３
０
万
語
の
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
か
ら
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
そ
の

周
辺
文
脈
を
自
動
抽
出
し
、
意
味

と
の
関
連
を
分
析
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、「
が
っ
く
り
」（
落
胆
し

た
様
子
）
の
周
辺
に
は
「
肩
」、

「
膝
」、「
首
」、「
落
と
す
」
が
多
く

出
現
し
、「
ぶ
つ
ぶ
つ
」（
連
続
し

て
い
る
も
の
が
寸
断
さ
れ
る
様

子
）
の
周
辺
に
は
「
音
声
」、「
動

画
」
が
多
く
出
現
す
る
な
ど
、
具

体
的
な
［
オ
ノ
マ
ト
ペ
─
意
味
─

カナダ・カルガリーのフットヒル・リトルリーグの指導者・選手と共に。
ベースボールカナダのLTADプログラムを体験した（後列左端が筆者）

北海学園学術研究助成事業報告 ①

オノマトペの
語義曖昧性解消に向けた
大規模データ分析

研究
課題

工学部准教授 内
う ち

田
だ

ゆず

札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
大
学
院
情
報

科
学
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
攻

博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士（
情
報
科
学
）。
専

門
は
自
然
言
語
処
理
、
人
工
知
能
。
平
成
27
年

度
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
を
受
け
る
。

昨
年
６
月
か
ら
10
カ
月
間
、
北

海
道
国
際
交
流
・
協
力
総
合
セ

ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
の
技
術

研
修
員
受
け
入
れ
事
業
に
よ
り
、

工
学
部
社
会
環
境
工
学
科
で
研

究
生
と
し
て
学
ん
で
い
た
パ
ラ

グ
ア
イ
の
近
藤
太
さ
ん
の
成
果

報
告
会
と
修
了
式
が
３
月
６
日

に
執
り
行
わ
れ
た
。
近
藤
さ
ん
は

山
本
裕
子
研
究
室
で
「
パ
ラ
グ
ア

パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
研
究
生

成
果
発
表
会
と
修
了
式

右から工学部長・真柄祥吾教授、近藤太さん、
工学部・山本裕子准教授

語義①  雷が鳴る音

語義②  大きくて重いものが転がる音

語義③  何もせずに無駄に過ごしている様子

遠く　近く　外　空

雷　音　遠雷

岩　石　丸太　荷物
車輪　トロッコ

部屋　ベッド　布団
こたつ　家　下着姿
スウェット　木陰

娘　弟子　家族

で

が

で

が

が

ごろごろ

ごろごろ

ごろごろ

鳴る
響く
聞こえる

転がる
走る

過ごす
する

（と）

（と）

オノマトペ「ごろごろ」の語義と周辺文脈

イ
共
和
国
ア
ス
ン
シ
オ
ン
市
の

廃
棄
物
処
理
の
改
善
」
に
関
す
る

研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
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経
済
学
部
で
は
２
０
１
７
年

度
に
新
た
な
科
目
と
し
て
「
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
論
」（
半
期
２
単

位
）
を
開
講
し
ま
し
た
。
担
当
教

員
は
経
済
学
部
の
浅
妻
裕
教
授
、

水
野
谷
武
志
教
授
、
大
貝
健
二
准

教
授
、
そ
し
て
人
文
学

部
の
村
中
亮
夫
准
教
授

の
計
４
名
で
、
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
の
授
業
で
す
。

現
在
、
社
会
の
様
々
な
分
野
で

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

の
活
用
が
飛
躍
的
に
進
ん
で
い

ま
す
。
各
地
域
の
経
済
・
社
会
の

実
態
を
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
、

各
地
域
経
済
・
社
会
の
面
的
な

理
解
や
相
互
比
較
を
容
易
に
す

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
高
度
な
解

の
目
的
で
す
。

本
講
義
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
実
習
室
に
お
い

て
主
に
実
習
形
式
で
展

開
中
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
講
義
で
実
際
に
作

成
し
た
地
図
の
一
つ
を

例
と
し
て
示
し
ま
す
。北

海
道
に
お
け
る
市
町
村

を
人
口
数
で
色
分
け
し

（
青
→
緑
→
黄
→
橙
→
赤

ほ
ど
人
口
が
多
い
）、
そ
こ
に
医

療
機
関
（
白
い
ポ
イ
ン
ト
）
と
鉄

道
路
線
（
黒
い
太
線
）
の
デ
ー
タ

を
重
ね
た
地
図
で
す
。
人
口
規
模

が
大
き
い
都
市
部
や
鉄
道
沿
線

地
域
に
医
療
機
関
が
集
中
し
、
そ

れ
以
外
の
地
域
で
は
医
療
機
関

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
に
な
っ

ミ
ル
大
学
か

ら
２
名
、
４
月

５
日
に
サ
ハ

リ
ン
大
学
か
ら
３
名
の
留
学
生

が
無
事
到
着
。
現
在
、
日
本
の
伝

統
・
文
化
に
積
極
的
に
触
れ
、
本

学
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
な

ど
有
意
義
な
留
学
生
活
を
送
っ

て
い
る
。

大田大学校 張 至煐（チャン ジヨン）、梁 準秀（ヤン ジュンス）、
李 蕙璡（イ ヘジン）

ノボシビルスク大学 ベリャエワ アンナ、ゴロヴェシコ ダリア、
マヌイロワ ユリヤ

シベリア交通大学 パラモノワ ヤナ、コルビナ アンナ
ヴラヂーミル大学 ヴォチャルニコワ アンナ、フィラトワ リヤ

サハリン大学 デフテレワ ラウリタ、ヴォルコワ エリザヴェタ、
パク ユリヤ 

交流協定を締結しているカナダ・レスブリッジ大学
から本年度前期の交換教員として、ロドリゲス オマ
ル准教授が３月３０日、着任した。７月末までの滞在期
間中、「カナダの自然と社会Ⅰ」の講義を担当する。

ロドリゲス先生からのメッセージは以下の通り。

今
年
度
も
各
交
流
協
定
校
か

ら
留
学
生
を
迎
え
て
い
る
。

３
月
29
日
に
韓
国
・
大
田
大

学
校
か
ら
３
名
、
４
月
４
日
に
ロ

シ
ア
の
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
大
学

か
ら
３
名
、
シ
ベ
リ
ア
交
通
大
学

か
ら
２
名
、ヴ
ラ
ヂ
ー

ロ
シ
ア
協
定
校
交
換

留
学
生
の
皆
さ
ん
と

教
職
員

韓
国
・
大
田
大
学
校

の
交
換
留
学
生
の
皆

さ
ん
と
教
職
員

ロドリゲス准教授 着任

本
書
は
、
日
本
人
が
慣
れ
親

し
ん
で
き
た
一
ゲ
ー
ム
を
と
り

あ
げ
、
お
も
に
以
下
の
二
点
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

第
一
は
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
遊

戯
法
に
中
国
の
伝
統
的
な
思
考

方
式
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
る
か
で
す
。
お
よ
そ
あ
ら

ゆ
る
も
の
に
は
起
源
に
関
す
る

物
語
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
お

り
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
清
末
か
ら
民
国

初
期
に
か
け
て
、
中
国
で
は
考

証
好
き
な
文
人
た
ち
に
よ
っ

て
、
権
威
あ
る
古
典
籍
の
記
述

を
ゲ
ー
ム
に
こ
じ
つ
け
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ

で
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
牌
を
輸
入

す
る
貿
易
商
に
よ
っ
て
、
商
業

宣
伝
の
一
環
と
し
て
東
洋
の
神

秘
的
な
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
に
、

そ
の
誕
生
物
語
が
脚
色
さ
れ
ま

し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
、
日
本
で
も
両
者
の
受
け
売

り
が
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
紹
介
す
る

記
事
や
解
説
書
の
枕
と
な
る
の

が
常
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
物
語

は
一
部
が
定
説
化
し
、
い
ま
で

も
語
り
つ
が
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
あ
え
て
そ
れ
に
異
を

唱
え
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
が
ほ
ん
と

う
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ

て
き
た
の
か
を
、
よ
り
遊
戯
法

の
原
理
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
探
っ

て
い
ま
す
。

第
二
は
、
ア

ジ
ア
諸
国
が
い

や
お
う
な
く
歩

ん
で
き
た
「
近
代
化
」
の
道
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
で

す
。
そ
の
諸
特
徴
は
マ
ー
ジ
ャ

ン
と
い
う
小
さ
な
ゲ
ー
ム
の
う

え
に
も
は
っ
き
り
と
刻
印
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
牌
の
製

造
・
流
通
・
販
売
は
、
骨
や
竹

と
い
っ
た
自
然
素
材
を
個
々
の

職
人
が
完
全
な
手
作
業
で
一
か

ら
加
工
し
、
作
っ
た
店
先
で
そ

の
ま
ま
売
る
と
い
う
清
代
ま
で

の
方
式
が
、
民
国
初
期
に
大
き

く
変
貌
し
ま
し
た
。
上
海
租
界

の
欧
米
人
が
経
営
す
る
大
規
模

工
場
で
分
業
生
産
さ
れ
た
マ
ー

ジ
ャ
ン
牌
は
、
規
格
や
価
格
の

統
一
さ
れ
た
商
品
と
な
っ
て
海

を
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
百

貨
店
に
な
ら
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

ゲ
ー
ム
ル
ー
ル
も
同
様
で

す
。
清
国
の
各
地
方
や
社
会
集

団
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た

ル
ー
ル
は
、
租
界
内
の
外
国
人

ク
ラ
ブ
で
い
く
通
り
か
に
整

理
・
統
合
さ
れ
、
明
文
化
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
各
種
の

解
説
書
の
出
版
と
な
り
ま
す
。

な
に
し
ろ
ル
ー
ル
の
標
準
化
は

マ
ー
ジ
ャ
ン
牌
の
販
路
の
独
占

に
つ
な
が
っ
た
か
ら
で
す
。

を

大谷 通順人文学部教授

自著自著自著自著
語る語る語る 9

おお たに よりみち

麻
雀
が
語
る
ア
ジ
ア
の
近
代
化

『麻雀の誕生』
（大修館書店 2016年）

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

韓韓
国国
・・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

韓韓
国国
・・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

韓
国
・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

経
済
学
部
２
０
１
７
年
度
か
ら
新
科
目

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
論
開
講

析
機
能
も
備
え
て
お
り
、
様
々
な

問
題
に
対
す
る
具
体
的
方
策
を

示
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
学
術
分

野
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
で
も
活
用
が
進
ん

で
い
ま
す
。

本
学
に
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
代
表
的

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
Ａ
ｒ
ｃ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
新
た
な
技
術
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
利
用
し
、
実
社
会
で
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
経
済
・

地
域
経
済
・
社
会
文
化
等
を
こ

れ
ま
で
に
な
い
視
点
か
ら
理

解
・
分
析
す
る
こ
と
が
本
講
義

前列左から2番目がロドリゲス准教授

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
地
域
経
済
・
社
会
を
分
析

カナダにあるレスブリッジ大学から来た交換教員のロドリゲス オマル です。1969年にベネズエラにあるカ
ラカス市で生まれました。ベネズエラはラテンアメリカにあり、私の母語はスペイン語です。1994年に英語学
習のためにカナダを訪れ1997年には永住者としてバンクーバーへ移りました。2003年にはカナダ国籍になった
ので、今はベネズエラ系カナダ人です。妻もカラカスの出身で名前はイマルです。子供は2人いて入学式の4月
2日に5歳になったサンティアゴと、2歳のホアキンです。子供たちはレスブリッジ生まれですが、家ではスペイ
ン語を話すのでバイリンガルです。もう典型的なカナディアンファミリーですね！　長男は現在、日本の幼稚
園に通っていて、9月からはフランス語教育の学校へ通うので長男は友達に4カ国語を話せるようになると言っ
ています。私よりだいぶ賢いです！

レスブリッジ大学では近代語学科スペイン語担当の准教授です。スペイン語とラテンアメリカ文学、映画、歴
史、文化を教えて10年になります。ベネズエラで産業工学の学位を取得しましたが、カナダに移り住んでから
は人文学に興味を持ち、バンクーバー州のブリティッシュコロンビア大学でベネズエラの映画製作者ロマン
チャルボの映画を研究し博士を取得しました。主な研究分野はキューバとベネズエラの映画で、ハリウッド方
式以外の映画の研究に興味があります。最近はペルーにあるリマ市で研究発表を行いました。

研究以外では、料理、ジョギング、アルティメットフリスビー、スノーボードが趣味です。合気道も何年も
続けています。家族とはハイキング、自然系ドキュメンタリーを観たり食事に出掛けたりしています。小さな
日本食レストランが好きで、札幌に来てからは夢が叶ったかのように給料の半分は外食に使ってしまいます！

皆様に歓迎していただき、札幌に来ることができて大変光栄に感じています。たくさんの日本文化を学べる
ことを楽しみにしています。

カナダ・レスブリッジ大学から交換教員

人
文
学
部

教
　
　
授浦

文
学
の
意
義
と
を
熱
く
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
励
ま
し
の
お
言

葉
に
よ
う
や
く
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、

ふ
と
後
方
を
見
る
と
、
本
学
の
同

僚
の
あ
た
た
か
な
笑
顔
に
も
遭

遇
―
―
三

浦
綾
子
の

作
品
が
、

多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
読
み
継

が
れ
て
い
る
こ
と
を
心

か
ら
実
感
で
き
る
一
日

と
な
っ
た
。

館
長
と
し
て
の
初
仕

事
が
、
同
市
で
半
世
紀

近
く
も
「
福
祉
の
文
化
」

化
を
進
め
て
い
る
、
重

症
心
身
障
害
者
施
設

「
北
海
道
療
育
園
」
訪
問

ま
だ
雪
残
る
３
月
、
旭
川
市
に

あ
る
「
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
」

の
三
代
目
館
長
と
い
う
大
任
を

仰
せ
つ
か
っ
た
。
15
日
の
就
任
式

に
は
、
木
村
和
範
前
学
長
も
臨
席

さ
れ
、
北
海
道
の
文
学
史
と
、
三

と
連
携
協
定
の
調
印
で
あ
っ
た

こ
と
も
、
天
運
と
言
え
る
も
の
だ

ろ
う
。人
間
は
、一
人
一
人
が「
命
」

を
授
か
り
、
そ
の
命
一
つ
一
つ
の

尊
さ
ゆ
え
に
、
と
き
に
悩
み
、
苦

し
み
、
け
れ
ど
も
慈
愛
を
も
っ
て

生
き
続
け
る
存
在
で
あ
る
こ
と

を
、
三
浦
文
学
は
描
き
続
け
て
き

た
。
作
品
と
こ
の
文
学
館
が
、
旭

川
市
や
そ
の
近
郊
の
「
命
」
の
交

流
、「
文
化
創
出
の
場
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
、
文
字
通
り
背
を
正

さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

補
助
金
に
頼
ら
な
い
「
民
立
民

営
」
の
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館

は
、
１
０
０
人
以
上
も
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、

労
を
惜
し
ま
な

い
屈
指
の
職
員
が
、
数
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
も
こ
な
し
て
い
る
。
来
年

は
「
開
館
20
周
年
」
と
い
う
大
切

な
年
で
あ
り
、
三
浦
夫
妻
が
共
同

で
作
品
を
生
ん
だ
書
斎
の
移
設

復
元
に
向
け
た
署
名
活
動
の
準

備
に
も
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。ぜ
ひ
、ご
来
館
い
た
だ
き
、地

域
の
人
々
の
笑
顔
に
接
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

ま
で
の
「
北
海
道
文
学
略
年
表
」

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
１
９

６
４
年
の
項
に
は
『
氷
点
』
が
新

聞
連
載
中
で
あ
る
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
来
、
半
世
紀
を
経

て
、
北
海
道
の
風
土
か
ら
生
ま
れ

た
文
学
作
品
が
数
多
く
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
三
浦

綾
子
文
学
賞
を
受
賞
し
た
、
河
﨑

秋
子
の
『
颶
風
の
王
』
も
そ
の
一

冊
で
す
。

全
国
的
に
も
、
そ
の
存
在
感
を

増
し
て
い
る
三
浦
綾
子
記
念
文

学
館
の
館
長
に
就
任
な
さ
っ
た

田
中
先
生
に
は
、
記
念
館
が
三
浦

文
学
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
べ
く
、
ご
尽
力
下
さ

い
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

併
せ
て
、
三
浦
綾
子
記
念
文
学

館
が
北
海
道
文
学
の
一
つ
の
、
重

要
な
拠
点
と
し
て
、
こ
こ
を
訪
れ

る
者
に
、
今
を
生
き
る
力
、
そ
し

て
未
来
へ
の
希
望
、
こ
の
二
つ
を

与
え
る
存
在
と
し
て
あ
り
続
け
、

ま
す
ま
す
ご
隆
盛
な
さ
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
簡
単
措
辞

な
が
ら
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
　
　
  （
館
長
就
任
式
に
て
）

人
文
学
部
と
大
学
院
文
学
研

究
科
で
教
育
と
研
究
に
携
わ
っ

て
い
る
、
本
学
の
田
中
綾
教
授

が
、
館
長
に
就
任
な
さ
い
ま
し

た
。
北
海
道
に
お
け
る
文
学
の
拠

点
と
し
て
、
全
国
に
そ
の
名
を
馳

せ
て
い
る
文
学
館
の
館
長
に
就

任
な
さ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北

海
学
園
大
学
は
、
こ
の
上
な
い
、

栄
誉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
浦
綾
子
の
『
氷
点
』
が
朝
日

新
聞
に
連
載
さ
れ
た
の
は
、
１
９

６
４
年
12
月
９
日
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
翌
年
、
１
９
６
５

年
に
は
、『
氷
点
』
は
単
行
本
と
し

て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
１
９

６
５
年
は
、
後
に
北
海
道
文
学
館

の
理
事
長
を
務
め
た
和
田
勤
吾

が
『
風
土
の
な
か
の
文
学
』
を
出

版
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
著
書
の
末
尾
に
は
、
木
原
直
彦

の
手
に
な
る
、
１
９
６
５
年
７
月

本
学
人
文
学
部
・
田
中
綾
教
授
が
３
月
15
日
、三
浦
綾
子
記
念
文
学
館

第
３
代
館
長
に
就
任
し
た
。
前
館
長
で
夫
の
三
浦
光
世
氏
が
２
０
１
４
年

に
亡
く
な
っ
て
以
来
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
が
、
昨
年
11
月
14
日
、
第
２

回
理
事
会
お
よ
び
第
１
回
臨
時
評
議
会
で
田
中
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。
田

中
教
授
は
２
０
１
５
年
か
ら
公
益
財
団
法
人
三
浦
綾
子
記
念
文
化
財
団

の
理
事
を
務
め
、
三
浦
綾
子
氏
の
短
歌
に
関
す
る
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

経
済
学
部
教
授（
前
学
長
）

木�

村�
�

和
範

�
�
�
�

人
文
学
部
教
授田�

中�
�

綾�
�

命
の
交
流
の
場
と
し
て

北
海
道
文
学
の

重
要
拠
点
に
期
待

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館

田
中
綾

館
長
就
任

新館長となった田中綾教授（左）と公益
財団法人三浦綾子記念文化財団・山田
宏紀理事長

て
い
る
こ
と
が
こ
の
地
図
に
よ

っ
て
可
視
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
講
義
の
後
半
で
は
、
履
修
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
決
め
、

そ
れ
に
役
立
つ
地
図
を
Ａ
ｒ
ｃ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
作
成
し
て
も
ら
い
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
ら

う
予
定
で
す
。

各市町村の人口・医療機関・鉄道路線データを重ねた北海道地図

   Dear Hokkai-Gakuen University students, my name is Omar Rodríguez. I am the visiting professor
from the University of Lethbridge in Canada. I was born in Caracas, Venezuela in 1969. Venezuela is
in Latin America and my first language is Spanish. In 1994 I travelled to Canada to study English. I
liked it so much that in 1997 I moved to Vancouver as a permanent resident. In 2003 I became a Cana-
dian citizen. Now I am Canadian-Venezuelan.  My wife is also from Caracas. Her name is Imarú. We
have two sons: Santiago, who is 5 (his birthday was April 2nd, the same day as the Entrance Ceremony)
and Joaquín, who is 2.  They were both born in Lethbridge. At home we only speak Spanish, so Santiago
and Joaquin are perfectly bilingual. We are a very typical Canadian family! In September Santiago will
be attending a French-immersion school and because is going now to a Japanese kindergarten, he tells
his friends he will speak four languages. He probably will, he is way smarter than I.
   At the University of Lethbridge I am Associate Professor of Spanish in the Department of Modern
Languages. For ten years now I have been teaching Spanish language and Latin American literature,
film, history and culture. Before moving to Canada I completed a degree in industrial engineering in
Venezuela, but after moving I decided to follow my passion: humanities. I completed my PhD at The
University of British Columbia, in Vancouver, on the films of Venezuelan filmmaker Román Chalbaud.
My main area of research is on Cuban and Venezuelan films. I am very interested in the question of
popular cinema, films that do not follow the typical rules of main stream cinema like Hollywood. I re-
cently travelled to Lima, Perú to present some aspects of my work on popular films. 
   Other that studying films, I like cooking, jogging, playing ultimate Frisbee and snowboarding. I have
also practiced Aikido for many years. As a family we enjoy hiking, watching nature documentaries and
going out for dinner.  At home one of our favourite places is a small Japanese restaurant. Being in
Sapporo, then, has been like a dream come true. I think we have spent half of my salary in restaurants! 
   My family and I feel privileged and honoured to be in Sapporo. Everyone has been so welcoming
and wonderful. We look forward to exploring and learning everything we can about Japan and Japanese
culture. 
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─
法
務
研
究
科
の
特
色
は
？

松
久
先
生

ま
ず
第
一
の
特
色

と
し
て
は
、
社
会
人
が
仕
事
を
し

な
が
ら
夜
間
に
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
長
期
履
修
課
程
（
未
修
者
４

年
、
既
修
者
３
年
）
を
設
け
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
夜
間
コ

ー
ス
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

道
内
で
は
本
法
務
研
究
科
だ
け

で
す
。
第
二
に
、
対
話
形
式
（
ソ

ク
ラ
テ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
）
の
授

業
に
重
き
を
置
い
た
徹
底
し
た

少
人
数
教
育
で
す
。
模
擬
裁
判
に

全
員
が
参
加
で
き
る
の
も
少
人

数
だ
か
ら
こ
そ

で
し
ょ
う
。
そ

し
て
第
三
に
、

教
授
陣
は
、
長

年
研
究
教
育
に

実
績
の
あ
る
学

者
教
員
と
、
優

れ
た
実
務
経
験

の
あ
る
実
務
家

教
員
か
ら
な

り
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
本
法
務
研
究

科
出
身
の
弁
護
士
さ
ん
が
自
主

ゼ
ミ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
先

輩
後
輩
の
結
び
つ
き
が
強
い
の

も
特
色
で
す
。

─
新
法
務
研
究
科
長
と
し
て
の

抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
久
先
生

本
法
務
研
究
科
は
、

本
年
度
で
学
生
募
集
を
終
え
ま

し
た
が
、
事
前
に
そ
の
旨
を
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
た
こ
と
も
あ
り
、
予
想

を
上
回
る
入
学
者
数
で
し
た
。
彼

ら
彼
女
ら
が
安
心
し
て
全
課
程

を
修
了
で
き
る
よ
う
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
司
法
試
験
受
験
中
の
修
了
生

の
皆
さ
ん
は
、
今
後
も
本
法
務
研

究
科
の
施
設
を
利
用
で
き
ま
す

が
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
の
質
を
落
と

さ
ぬ
よ
う
目
配
り
し
て
い
く
の

は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
交
換
の
場
と

な
る
よ
う
な
同
窓
会
組
織
の
設

立
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

─
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
や

こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
久
先
生

少
人
数
教
育
で
教

員
と
学
生
の
距
離
が
近
く
、
互
い

が
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
、
人
と
共

感
で
き
る
感
性
が
育
ま
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
人

の
法
曹
志
望
者
に
学
び
の
場
を

提
供
し
て
き
た
社
会
的
意
義
は

大
き
く
、
昨
年
ま
で
に
34
名
が
司

法
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
本
学

園
の
歴
史
を
飾
る
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

松
久
先
生

勉
強
は
本
来
、
楽
し

い
も
の
で
す
が
、
法
科
大
学
院
で

修
得
す
べ
き
内
容
は
、
質
量
と
も

に
か
な
り
大
変
な
も
の
で
す
。
と

き
に
は
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
気
持

ち
を
奮
い
立
た
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
も
、
少
な
か
ら
ず
あ

る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
苦
難

の
と
き
に
は
、
み
な
さ
ん
が
法
律

家
を
め
ざ
し
た
原
点
を
見
つ
め

直
し
て
、
こ
こ
で
机
を
並
べ
る
仲

間
と
と
も
に
、
再
度
、
力
強
く
歩

み
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

松
久
先
生

本
屋
め
ぐ
り
や
温

泉
、
演
劇
・
映
画
鑑
賞
な
ど
、
の

ん
び
り
し
た
い
の
で
す
が
、
実
際

は
仕
事
の
延
長
で
過
ご
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す（
笑
）。

松
久
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
法
学
に
遊
ぶ
  新
版
』
長
尾
龍
一

著（
慈
学
社
）

道
内
法
曹
界
に
確
か
な
実
績

教授

法務研究科（法科大学院）長

松久 三四彦
まつひさ み よ ひこ

─
法
学
部
の
特
色
は
？

樽
見
先
生

北
海
道
の
大
学
な

の
に
、
な
ぜ
か
九
州
出
身
の
教
員

が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

私
は
福
岡
県
博
多
（
福
岡
市
）
の

出
身
で
す
し
、
学
生
部
長
の
鈴
木

美
佐
子
さ
ん
は
大
分
県
、
約
45
名

い
る
法
学
部
専
任
教
員
の
う
ち
、

九
州
出
身
者
や
ご
両
親
が
九
州

出
身
者
と
い
う
方
も
含
め
る
と

10
名
以
上
い
る
と
思
い
ま
す
。

─
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

樽
見
先
生

昨
今
、
全
国
的
に
法

学
部
の
人
気
が
低
迷
し
て
お
り
、

本
学
も
そ
の
影
響
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
実
は
、
２
０
１

０
年
４
月
か
ら
３
年
間
、
法
学
部

長
を
務
め
、
今
回
が
二
度
目
の
登

板
で
す
が
、
意
欲
あ
る
未
来
の
法

学
部
生
（
受
験
生
）
と
つ
な
が
る

こ
と
の
大
切
さ
を
、
前
回
以
上
に

痛
感
し
て
い
ま
す
。
法
学
部
の
教

職
員
や
現
役
学
生
の
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
、「
魅
力
あ
る
法

学
部
」
の
実
現

に
力
を
尽
く
し

ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
。

樽
見
先
生

北

海
道
に
住
む
喜

び
を
本
当
に
実

感
で
き
る
の

は
、
道
外
や
海

外
の
文
化
に
も
触
れ
、
北
海
道
を

相
対
化
す
る
視
点
を
持
て
た
と

き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
経
験
で

も
、
18
歳
ま
で
博
多
で
過
ご
し
、

東
京
へ
の
進
学
や
仕
事

経
験
を
経
て
、結
婚
を
機

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
転

居
。再
び
学
生
に
舞
い
戻

っ
た
経
歴
か
ら
、「
う
ど

ん
は
讃
岐
よ
り
、だ
ん
ぜ

ん
博
多
」と
自
信
を
も
っ

て
い
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た（
笑
）。ゼ
ミ
の
学

生
に
も
、「
北
海
道
は
最

高
！
」
と
か
「
札
幌
が
一

番
」
と
い
う
言
葉
は
、
北

海
道
や
札
幌
を
出
て
か

ら
言
え
、と
よ
く
口
に
し

ま
す
。と
り
わ
け
学
生
時

代
に
は
、道
外
や
海
外
に

も
ど
ん
ど
ん
目
を
向
け
、
羽
ば
た

い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

樽
見
先
生

私
は
前
職
が
テ
レ

ビ
や
舞
台
の
台
本
作
家
（
脚
本

家
・
構
成
作
家
）
で
す
か
ら
、
も

と
も
と
「
休
日
」
と
い
う
概
念
が

欠
落
し
て
い
ま
す
。
作
家
に
と
っ

て
「
書
く
こ
と
」
と
は
、
そ
れ
に

先
立
つ
取
材
や
構
想
の
最
終
段

階
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ア
イ
デ
ア
の

神
様
は
、
シ
ャ
ワ
ー
中
に
も
ト
イ

レ
中
に
も
降
り
て
こ
ら
れ
ま
す

か
ら（
笑
）。さ
ら
に「
公
共
経
営
」

が
テ
ー
マ
の
研
究
者
と
し
て
は
、

学
部
運
営
の
み
な
ら
ず
、
会
長
を

務
め
る
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会
や
、
理

事
を
務
め
る
「
安
田
侃
彫
刻
美
術

館
 ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
」の

経
営
な
ど
、
仕
事
と
遊
び
が
入
れ

子
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人

は
そ
れ
を
ワ
ー
カ
ホ
リ
ッ
ク
と

呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
が（
笑
）。

樽
見
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
事
件
と
事
例
に
学
ぶ
新
公
共
経

営
』（
仮
題
／
服
部
篤
子
と
の
共

編
著
）
と
い
う
本
を
今
年
度
中
に

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら
出
版
予

定
で
す
。
宣
伝
に
な
っ
て
し
ま
い

恐
縮
で
す
が
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

教授

法学部長

樽見 弘紀
たる み ひろ のり

─
新
図
書
館
長
と
し
て
の
抱
負

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
谷
先
生

前
任
者
の
安
酸
先

生
（
現
学
長
）
が
め
ざ
さ
れ
た
方

向
性
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
大
き

な
課
題
が
二
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
第
一
に
、
図
書
館
と
い
う
建

物
に
は
空
間

的
な
制
約
が

あ
り
ま
す
が
、

図
書
資
料
は
年
々
増
え
続
け
ま

す
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ど
う
合
理
的

に
管
理
し
、
有
効
に
利
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
か
で
す
。
整

理
に
つ
い
て
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
化
が
可

能
で
す
が
、

基
本
は
手
作

業
で
す
し
、

人
員
は
む
し

ろ
削
減
さ
れ

る
方
向
に
あ

り
ま
す
。

─
ど
の
よ
う
な

対
策
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
？

大
谷
先
生

一

つ
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る

省
力
と
省
ス
ペ

ー
ス
化
で
す
。

私
自
身
も
よ
く

利
用
し
ま
す

が
、
以
前
は
触
れ
る
こ
と
も
見
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な

善
本
（
よ
い
内
容
の
本
、
稀
少
本
）

が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
図
書
館
と
の
連
携
で
外

部
利
用
者
が
ま
す
ま
す
増
え
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
し
、
社
会

へ
の
還
元
と
い
う
意
味
で
も
大

切
な
方
向
性
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
他
の
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
進
め
、
他
大
学
に
あ
る

本
は
こ
ち
ら
に
置
か
な
い
な
ど
、

連
携
と
役
割
分
担
を
考
え
る
の

も
一
つ
の
方
向
性
で
し
ょ
う
。

─
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
と

は
何
で
す
か
。

大
谷
先
生

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ
の
拡
充
で
す
。
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
コ
モ
ン
ズ
と
は
、
図
書
館
で

自
習
に
も
グ
ル
ー
プ
研
究
に
も

利
用
で
き
、
さ
ら
に
は
、
図
書
資

料
に
精
通
し
た
相
談
員
が
何
で

も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
開
放

的
な
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
で
す
。
私

自
身
、
学
生
時
代
に
は
「
共
同
研

究
室
」
と
い
う
空
間
が
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
〝
た
ま
り
場
〟
の
よ
う
に

よ
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
図
書

に
詳
し
く
、
的
確
な
知
恵
を
出
し

て
く
れ
る
助
手
さ
ん
が
い
て
、
そ

の
場
所
で
ゼ
ミ
を
行
っ
た
り
、
学

生
も
先
生
も
年
齢
関
係
な
く
腹

を
割
っ
て
語
り
合
え
た
体
験
が

今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
学
で

も
、
今
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を
拡
充

し
、
テ
ー
ブ
ル
や
座
席
数
、
通
信

環
境
を
整
え
る
な
ど
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス

を
。

大
谷
先
生

「
生
き
た
人
間
と
話

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ

と
。「
自
由
な
時
間
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
一
方
的
な

発
信
に
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

お
金
を
費
や
す
よ
り
、
学
生
時
代

の
時
間
を
本
当
に
大
切
に
使
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

大
谷
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
一
千
一
秒
物
語
』
稲
垣
足
穂
著

（
新
潮
文
庫
）、『
夢
の
宇
宙
誌
』
澁

澤
龍
彥
著
（
河
出
文
庫
）

４年ぶり再任に意気込み

人文学部
教　　授

図書館長

大谷 通順
おおたに みちより

　学部長
研究科長
機関長に
  聞く！！

新

今年度就任した法学部
長・樽見弘紀教授、法務研
究科（法科大学院）長・松久
三四彦教授、図書館長・大
谷通順人文学部教授に抱
負などを伺った。

本
に
も
人
に
も
出
会
え
る
場
へ

は
じ
め
ま
し
て
。

４
月
に
着
任
し
た

佐
藤
敦
紘
と
申
し

ま
す
。
出
身
地
は

名
古
屋
で
、
大
学
進
学
後
は
京
都
で
半

生
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
で

の
生
活
は
初
め
て
で
す
。
新
た
な
決
意

で
教
育
研
究
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

主
な
担
当
科
目
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
で

す
。
寡
占
市
場
に
お
け
る
買
い
手
と
売

り
手
の
長
期
的
行
動
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム

理
論
を
応
用
し
た
研
究
を
続
け
て
い
ま

す
。

ド
イ
ツ
語
を
担

当
す
る
北
原
寛
子

と
申
し
ま
す
。研
究

テ
ー
マ
は「
十
八
世

紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
小
説
理
論
の
発

展
」と
、い
く
ら
か
古
い
時
代
を
扱
っ
て

い
ま
す
が（
し
か
し
、と
て
も
面
白
い
の

で
す
よ
）、授
業
で
は
言
語
・
歴
史
・
文

化
の
み
な
ら
ず
、
現
在
進
行
形
の
ド
イ

ツ
語
圏
の
姿
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
北
海
学
園
の
学
生
諸
君
が

ド
イ
ツ
語
を
通
じ
て
日
本
と
は
異
な
る

考
え
方
や
文
化
に
親
し
み
、
将
来
に
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
よ
り
歴

史
学
・
日
本
法
制

史
を
担
当
い
た
し

ま
す
。専
門
分
野
は

日
本
近
現
代
史
、
研
究
テ
ー
マ
は
太
平

洋
戦
争
期
の
法
と
政
治
で
す
。
と
く
に

近
年
は
戦
時
の
憲
法
や
政
党
の
あ
り
方

に
関
心
が
あ
り
ま
す
。史
料
を
読
み
、問

い
を
立
て
て
答
え
を
導
く
と
い
う
作
業

を
と
お
し
て
、
現
代
の
歴
史
的
文
脈
を

学
生
の
皆
さ
ん
と
探
究
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
、札
幌
や
北
海
道
の
地

域
史
研
究
に
取
り
組
む
な
か
で
史
料
の

発
掘
に
も
努
め
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
の
専
門
は
日

本
思
想
史
で
す
。特

に
日
本
中
世
か
ら

近
世
初
期
に
か
け

て
の
宗
教
思
想
の
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
宗
教
と
い
う
と
何
か
浮
き
世
離
れ

し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
担
ぎ
上
げ
る
の
は
あ
く
ま
で
人
間
で

す
。宗
教
は
、人
々
の
願
い
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
柔
軟
に
姿
を
変
え
て
い
き
、
時

に
全
く
違
う
側
面
を
見
せ
ま
す
。
そ
ん

な
宗
教
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
学
生
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、人
文
学

部
英
米
文
化
学
科

に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
研
究
対
象

は
、
自
由
主
義
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
を
中
心
と
す
る
近
代
ド
イ
ツ
の
宗
教

思
想
史
で
す
。
授
業
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
論
な
ど
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
ま

だ
着
任
間
も
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
学

生
お
よ
び
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
真
面
目

で
あ
り
な
が
ら
も
朗
ら
か
な
雰
囲
気
に

接
し
、
学
園
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を

心
よ
り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
に
人
文
学

部
に
着
任
し
ま
し

た
。英
米
文
学
史
な

ど
の
科
目
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
専
門
分
野
は
イ
ギ
リ
ス

文
学
、特
に
イ
ギ
リ
ス
の
現
代
小
説
で
、

文
体
、
物
語
、
作
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

同
時
代
の
思
潮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
現
代
英
国
小
説
を
研
究
し
て
い

ま
す
。
講
義
や
演
習
を
通
じ
て
学
生
の

み
な
さ
ん
に
英
米
文
学
作
品
の
面
白
さ

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。私
自
身
、作
品
を
読
み
直

す
機
会
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
よ
り
教

職
課
程
を
担
当
い

た
し
ま
す
。こ
の
３

月
ま
で
道
内
の
公

立
高
等
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
経
験
を

活
か
し
、
教
職
に
就
く
た
め
に
勉
学
に

励
み
、
真
摯
に
努
力
し
て
い
る
学
生
の

皆
さ
ん
の
夢
が
実
現
す
る
よ
う
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
で
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

地
独
）
北
海
道

立
総
合
研
究
機
構

の
北
方
建
築
総
合

研
究
所
と
林
産
試

験
場
を
経
て
、
４
月
よ
り
工
学
部
建
築

学
科
に
着
任
致
し
ま
し
た
。
博
士
課
程

で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
前
職

で
は
木
質
構
造
に
係
る
研
究
テ
ー
マ
が

中
心
で
、
本
学
で
は
鉄
骨
構
造
の
授
業

も
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
様
々
な
分

野
の
研
究
に
従
事
で
き
る
環
境
が
続
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私

の
授
業
を
受
け
た
こ
と
が
無
い
に
も
関

わ
ら
ず
配
属
希
望
を
出
し
て
く
れ
た
多

く
の
当
ゼ
ミ
一
期
生
達
と
の
真
剣
勝
負

が
楽
し
み
で
す
。

今
年
度
よ
り
工

学
部
電
子
情
報
工

学
科
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。主
に
電

気
回
路
に
関
連
す
る
科
目
を
担
当
し
て

い
ま
す
。専
門
は
無
線
通
信
工
学
で
、特

に
広
帯
域
ア
ン
テ
ナ
や
ア
ン
テ
ナ
測
定

に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
が
卒
業
後
も
成
長
を
持
続
で

き
る
よ
う
に
、
専
門
知
識
を
教
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
自
ら
問
題
を
発
見
し
解

決
す
る
能
力
を
伸
ば
す
教
育
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
教
育
・
研
究
に
よ

り
一
層
邁
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
よ
り
工

学
部
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。担
当
科

目
は「
環
境
生
物
科

学
」「
生
物
多
様
性
論
」
な
ど
で
す
。
専

門
は
保
全
鳥
類
学
で
、主
に
、北
海
道
に

生
息
す
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
研
究
対
象

に
し
て
い
ま
す
。
野
生
生
物
と
ヒ
ト
の

共
存
・
共
栄
に
は
様
々
な
困
難
が
伴
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
、
教
育
・
研
究
環
境
に
恵
ま
れ

た
北
海
学
園
大
学
で
、
学
生
の
皆
様
と

共
に
思
考
し
、
課
題
を
乗
り
越
え
る
力

を
身
に
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指

導
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た

札
幌
で
物
理
学
の

教
育
と
研
究
を
行

う
機
会
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。専
門
は
理
論
物
理
学
で
、文

系
・
理
系
と
も
に
様
々
な
学
部
・
学
科

の
皆
さ
ん
に
物
理
学
関
連
の
講
義
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
物
理
や
数
学
の

持
つ
美
し
さ
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、

自
分
の
頭
で
徹
底
的
に
考
え
て
物
事
の

本
質
を
理
解
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
大

切
さ
を
伝
え
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

本
年
度
よ
り
工

学
部
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。私
の
研

究
対
象
は
、が
ん
細

胞
が
浸
潤
す
る
の
を
顕
微
鏡
観
察
と
遺

伝
子
操
作
技
術
で
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
て
生
体
へ
応

用
で
き
る
組
織
を
作
製
す
る
こ
と
、
熱

帯
魚
を
用
い
て
生
物
個
体
が
出
来
る
仕

組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、で
す
。担

当
科
目
の
「
細
胞
生
物
学
」
で
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
各
自
の
考
え
や
理
解
し
た
も
の

を
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
共
有
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

①
北
海
学
園
大
学

法
学
部
政
治
学
科

②
鈴
木
光
ゼ
ミ「
行

政
法
」

③
北
海
学
園
大
学
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
誇
り

と
責
任
を
持
ち
、
学
生
の
た
め
に
毎
日

全
力
で
業
務
に
励
み
ま
す
。

①
北
海
学
園
大
学

人
文
学
部
日
本
文

化
学
科

②
大
石
和
久
ゼ
ミ

「
映
画
研
究
」

③
学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
社
会
に
通
用
す
る
力

を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
で
す
。

経
済
学
部

新
任
教
員

新
任
教
員

  

ああ
いい
ささ
つつ

新
任
教
員

新
任
教
員

  

ああ
いい
ささ
つつ

新
任
教
員

  

あ
い
さ
つ

平成平成2929年度年度平成29年度経
済
学
科

准
教
授
  

佐さ

藤と
う

敦あ
つ

紘ひ
ろ

法
学
部

法
律
学
科

准
教
授
  

官か
ん

田だ

光あ
き

史ふ
み

人
文
学
部

日
本
文
化
学
科

准
教
授
  

鈴す
ず

木き

英ひ
で

之ゆ
き

英
米
文
化
学
科

准
教
授
  

小こ

柳や
な
ぎ

敦あ
つ

史し

英
米
文
化
学
科

講
師
  

森も
り

川
 

か
わ
 

慎し
ん

也や

英
米
文
化
学
科

（
教
職
課
程
）講
師

板ば
ん

東ど
う

眞し
ん

一い
ち

地
域
経
済
学
科

准
教
授
  

北き
た

原は
ら

寛ひ
ろ

子こ

工
学
部

建
築
学
科

教
授
  

植う
え

松ま
つ

武た
け

是よ
し

電
子
情
報
工
学
科

教
授
  

笹さ
さ

森
 

も
り
 

崇た
か

行ゆ
き

生
命
工
学
科

教
授
  

森
越

も
り
こ
し

文
明

ふ
み
あ
き

生
命
工
学
科

准
教
授
  

水
谷

み
ず
た
に

武
臣

た
け
お
み

生
命
工
学
科

教
授
  

早
矢
仕

は

や

し

有ゆ
う

子こ

経
済
学
部
 書
記

安あ

達
 

だ
ち

丈
�
�
�

工
学
部
 書
記

浅あ
さ

野の

吹�

雪�
�

新
任
職
員
紹
介

①
出
身
大
学

②
在
学
中
の
学
修
内
容

③
抱
負
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学生カウンセリング室
【受付・予約方法】

初めて利用する時は、医務室
で予約をしてください。直接医
務室に来て予約しても、以下の
電話もしくはE-mailで予約し
ても構いません。なお、どちら
のキャンパスでの利用を希望
されるかについても予約の際
に教えてください。
■豊平キャンパス
☎ 011-841-1161（内線2236）
■山鼻キャンパス
☎ 011-841-1161（内線7710）

      E-mail : hg-sdt@tyhr.
     hokkai-s-u.ac.jp
（メールの場合すぐにお返事
できない場合もあります）

【受付時間】
■豊平キャンパス

平日  9：00～12：40
          13：40～21：00
■山鼻キャンパス

平日  9：00～12：40
          13：40～17：00

【利用できる人】
本学在学生、在学生の家族（在学
生に関する相談のみ）、本学の教
職員（在学生に関する相談のみ）

建築学科 米田浩志研究室 卒業設計

道内コンクール 首位独占

今
年
３
月
に
卒
業
し
た

佐
藤
優
太
、八
木
悠（
と
も

に
工
学
部
建
築
学
科
２
０

１
６
年
度
卒
業
・
米
田
浩

志
研
究
室
）
両
名
の
卒
業

設
計
作
品
が
、
道
内
三
大

卒
業
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
で

首
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
も
入
賞
を
果
た

し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

も
し
ろ
い
授
業
は
、
石
嶋
先
生
の

『
企
業
論
』
で
す
。
誰
も
が
知
っ
て

い
る
よ
う
な
有
名
な
企
業
で
も
、

創
立
者
が
苦
労
し
て
一
か
ら
積

み
上
げ
て
い
っ
た
過
程
に
は
、
と

て
も
興
味
を
抱
き
ま
す
」

資
格
取
得
に
も
関
心
が
高
く
、

「
簿
記
の
授
業
を
取
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
高
校
時
代
に
選
択
授

業
で
『
全
経
簿
記
』
の
資
格
を
取

っ
た
の
で
、
今
度
は
『
日
商
簿
記
』

に
挑
戦
し
た
い
で
す
」

学
業
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
。
軟
式
野

球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん

で
い
る
。「
部
活
は
ア
ル
バ
イ
ト

の
時
間
帯
と
ぶ
つ
か
る
の
で
、
最

初
は
部
活
に
入
る
の
は
無
理
か

な
あ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
先
輩
が
勧
誘

に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
軟
式
野
球

３
人
姉
妹
の
次
女
。
３
歳
年
上

の
お
姉
さ
ん
が
、
す
で
に
高
校
卒

業
後
に
就
職
し
て
自
活
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
２
歳
年
下
の
妹
さ

ん
も
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
で
き

る
だ
け
親
に
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
と
い
う
自
立
心
が
強
ま
っ

た
よ
う
だ
。

勉
強
に
対
す
る
目
的
意
識
も

人
一
倍
は
っ
き
り
し
て
い
て
、

「
私
は
、
も
と
も
と
化
粧
品
が

大
好
き
で
、
将
来
は
、
化
粧
品
の

商
品
企
画
や
製
品
開
発
な
ど
の

仕
事
に
就
く
の
が
夢
な
ん
で
す
。

経
営
学
部
を
選
ん
だ
の
も
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
企
業
戦
略
を
学

べ
る
と
知
っ
た
か
ら
」

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

参
加
し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
在
学

生
や
先
生
の
雰
囲
気
か
ら
「
と
て

も
い
い
大
学
」
と
実
感
で
き
た
の

も
決
め
手
だ
っ
た
。「
今
一
番
お

そ
の
ま
じ
め
で
ひ
た
む
き
な

姿
勢
を
つ
い
応
援
し
た
く
な
る

よ
う
な
学
生
だ
。

栗
山
町
出
身
の
川
瀬
さ
ん
は

入
学
後
、親
元
を
離
れ
、一

人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

が
、ご
両
親
か
ら
の
仕
送

り
は
一
切
も
ら
わ
ず
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
奨
学
金

で
、
自
立
し
た
学
生
生
活
を
送
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
高
校
時
代

に
も
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
レ
ジ

係
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
３
年
間
続

け
、
大
学
進
学
を
見
す
え
て
貯
金

し
て
い
た
。
入
学
金
や
授
業
料
の

一
部
は
、
ご
両
親
に
出
し
て
も
ら

っ
た
そ
う
だ
が
、「
で
も
、
借
り
る

っ
て
形
に
し
ま
し
た
」
と
あ
く
ま

で
自
立
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
頃
、
海
外
に
行
く
こ

と
に
憧
れ
て
い
た
。
今
よ
り
も
円

は
か
な
り
安
く
、
渡
航
経
験
の
あ

る
人
は
身
近
に
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
田
舎
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

外
国
人
に
接
す
る
機
会
も
ほ
ぼ

な
か
っ
た
。
大
き

く
な
っ
た
ら
海
外

に
留
学
し
た
り
、

仕
事
を
し
て
み
た

い
。
そ
う
い
っ
た

無
邪
気
な
夢
は
現
実
離
れ
し
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
憧
れ
が
強
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
後
、
私
は
大
学
へ
と
進
学

し
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
緬
羊
の

生
産
に
興
味
を
持
っ
た
。
そ
う
し

て
、
こ
れ
ま
た
奇
妙
な
ご
縁
で
卒

業
後
の
一
年
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
羊
の
勉
強
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
い
く
ら
海
外
に
憧
れ

て
い
た
と
は
い
え
勉
強
の
手
段

と
し
て
渡
航
を
す
る
だ
な
ん
て
、

石
橋
を
叩
い
て
崩
す
よ
う
な
自

分
の
性
格
を
思
え
ば
、
ず
い
ぶ
ん

思
い
切
っ
た
こ
と
を
し
た
も
の

だ
と
思
う
。

緊
張
し
な
が
ら
も
、
健
全
な
目

的
と
誠
実
な
方
法
論
が
あ
れ
ば

大
き
な
失
敗
は
し
な
い
だ
ろ
う
、

と
根
拠
な
く
思
っ
て
い
た
。
痛
い

目
を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
最
終
的
に
自
分
の

経
験
値
に
な
る
。
そ
う
覚
悟
を
し

て
い
た
。
今
思
え
ば
少
し
強
が
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
石
橋
用
の
棒
を
投
げ
捨

て
る
思
い
で
飛
行
機
に
乗
り
こ

ん
だ
結
果
は
と
い
え
ば
、
ず
い
ぶ

ん
と
幸
運
な
渡
航
生
活
を
送
れ

た
と
思
っ
て
い
る
。
現
地
の
人
達

に
は
「（
工
業
国
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
）
日
本
か
ら
羊
の
た
め
に
わ

ざ
わ
ざ
？
　
な
ん
で
？
」
と
相
当

に
訝
し
が
ら
れ
た
が
、
そ
の
度
に

「
い
や
実
は
日
本
に
は
羊
が
二
万

頭
弱
し
か
い
な
い
の
で
、
Ｎ
Ｚ
に

牧
羊
の
勉
強
に
来
た
ん
で
す
」
と

（
粗
末
な
英
語
で
）
説
明
す
る
と
、

と
た
ん
に
朗
ら
か
か
つ
丁
寧
に

知
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。
北
海
道
か
ら
来
た
と
自
己

紹
介
す
る
と
、
農
業
関
係
者
か
ら

は
特
に
、道
内
の
酪

農
規
模
や
形
態
に

つ
い
て
説
明
を
求

め
ら
れ
た
り
も
し

た
。Ｎ
Ｚ
の
人
達
は

総
じ
て
日
本
に
対
し
て
好
意
的

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
日
本
を
尊
重
し
て
く
れ
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
し
が
な

い
渡
航
者
の
私
に
対
し
て
、
み
ん

な
親
切
に
し
て
く
れ
た
。

学
生
時
代
に
ま
っ
た
く
優
秀

で
な
か
っ
た
私
は
、
英
語
ペ
ラ
ペ

ラ
で
何
事
も
ス
マ
ー
ト
に
仕
事

や
勉
強
を
こ
な
せ
た
と
は
言
え

な
い
し
、
恥
を
か
く
こ
と
も
失
敗

す
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
帰
っ

て
来
て
何
年
も
経
っ
た
今
で
も

完
璧
な
社
会
人
な
ん
か
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
、
あ
の
頃
お
世
話

に
な
っ
た
人
達
に
拙
い
英
語
で

メ
ー
ル
を
出
せ
ば
、
元
気
だ
よ
と

い
う
返
事
が
笑
顔
の
写
真
と
共

に
送
ら
れ
て
く
る
し
、
現
地
で
一

か
ら
教
わ
っ
た
技
術
で
、
現
在
も

な
ん
と
か
羊
を
飼
え
て
い
る
。

仮
に
今
、
学
生
の
頃
に
戻
っ

て
、
行
く
か
ど
う
か
と
い
う
選
択

を
も
う
一
度
迫
ら
れ
た
と
し
た

ら
、
直
面
し
た
苦
労
を
一
通
り
考

え
た
後
、
や
は
り
同
じ
答
え
を
選

び
と
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

「
う
ち
の
会
社
は
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
大
切
に
す
る
社
風
な
の

で
、
み
ん
な
普
段
か
ら
と
て
も
仲

が
い
い
ん
で
す
。
休
日
も
フ
ッ
ト

サ
ル
や
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
り

…
…
。
本
当
に
い
い
会
社
に
入
っ

た
な
と
思
い
ま
す
」

入
社
６
年
目
の
弘
中
さ
ん
は
、

そ
う
い
っ
て
目
を
輝
か
せ
る
。

名
刺
の
肩
書
き
に
あ
る
「
ゆ
と

り
た
い
あ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と

は
、
会
社
を
退
職
し
た
50
代
以
上

の
顧
客
を
中
心
に
、
資
産
運
用
や

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
相
談
・
提
案

を
行
う
職
種
。
ま
た
、
金
融
商
品

（
株
や
投
資
信
託
な
ど
）
や
相
続

税
対
策
、
会
社
の
事
業
継
承
な

ど
、
顧
客
は
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
幅
広
い
業
務
を
こ

な
す
。
平
成
26
年
に

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

背
景
に
、
個
人
投
資
家
の
た

め
の
新
し
い
税
制
優
遇
制
度

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
も
導
入
さ
れ
、

ま
す
ま
す
忙
し
い
毎
日
だ

が
、
弘
中
さ
ん
は
入
社
４
年

目
に「
社
長
賞
」の
社
内
表
彰

を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
活
躍

ぶ
り
も
め
ざ
ま
し
い
。

と
は
い
え
、
大
学
時
代
の

就
職
活
動
を
思
い
起
こ
す

と
、「
か
な
り
大
変
で
し
た

ね
」と
振
り
返
る
。東
日
本
大

震
災
の
翌
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
雇
用
環
境
は
厳
し
く
、

約
１
０
０
社
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
約
40
社
の
面
接
に
臨
む

毎
日
だ
っ
た
。

そ
ん
な
体
験
を
も
つ
弘
中

さ
ん
に
、
今
就
職
活
動
に
奮

闘
中
の
後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
す
る
と
、「
ネ
ッ
ト

の
情
報
に
頼
る
の
で
な
く
、

人
事
担
当
者
と
直
接
じ
か
に

会
っ
て
話
す
の
が
大
切
」
と

強
調
す
る
。「
私
も
最
初
は
、

証
券
会
社
っ
て
、
個
人
営
業

で
ノ
ル
マ
が
厳
し
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
て（
笑
）。で
も
、人

事
担
当
の
方
に
お
会
い
し
て

み
る
と
、
す
ご
く
素
敵
で
キ

ラ
キ
ラ
し
た
女
性
で
、『
こ
う

い
う
女
性
に
な
り
た
い
』
と

思
っ
た
の
が
、
弊
社
を
志
望

す
る
大
き
な
き
っ
か
け
で
し

た
」ま

た
、「
何
よ
り
も
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
社

風
」や
、札
幌
で
働
き
た
い
と

い
う
弘
中
さ
ん
の
希
望
に
も

合
致
し
た
こ
と
、
福
利
厚
生
が
充

実
し
、
結
婚
・
出
産
後
も
働
き
や

す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
当

初
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
会

社
の
実
像
が
見
え
て
き
た
。

本
学
に
は
、
就
職
活
動
中
の
学

生
に
支
援
情
報
を
提
供
す
る
「
ミ

ナ
ト
コ
ム
」
と
い
う
サ
イ
ト
が
あ

る
が
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
す
で

に
内
定
を
手
に
し
た
４
年
生
が

「
ミ
ナ
ト
コ
ム
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
い

う
団
体
を
結
成
し
、
活
動
中
の
仲

間
を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。「
苦
し
か
っ
た
と
き
、
ミ

ナ
ト
コ
ム
ジ
ュ
ニ
ア
の
仲
間
に

は
本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
ね
。

そ
の
と
き
の
友
情
は
今
も
続
い

て
い
ま
す
」

大
学
時
代
は
ス
カ
ッ
シ
ュ
部

の
副
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
精
力

的
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽

し
ん
だ
弘
中
さ
ん
。「
市
川
大
祐

先
生
の
ゼ
ミ
で
、
企
業
の
歴
史
や

経
営
を
分
析
す
る
方
法
を
学
ん

だ
こ
と
も
、
今
の
仕
事
に
と
て
も

役
立
っ
て
い
ま
す
」

仕事に休日にキラキラ輝く日々

川
� �

瀨
�

萌蘭
� � � �

経営学部
経営情報学科１年

入
れ
替
わ
っ
た

目
的
と
手
段
と
そ
の
結
果

八木　悠
工学部建築学科
2016年度卒業

佐藤優太
工学部建築学科
2016年度卒業

本
号
か
ら
、本
学
Ｏ
Ｇ
河
﨑
秋
子
氏（
経
済
学
部
平
成
13
年
度
卒
・

49
期
生
）
の
『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
留
学
体
験
記
』
を
連
載
す
る
。
河

﨑
氏
は
別
海
町
で
酪
農
と
牧
羊
を
本
業
と
し
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ

て
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
る
。
小
説
『
颶
風
の
王
』
で
２
０
１
４
年
に

三
浦
綾
子
文
学
賞
、
２
０
１
５
年
度
Ｊ
Ｒ
Ａ
賞
馬
事
文
化
賞
を
受
賞
。

どこまで行っても生きているのは結局人間と動植物（提供：筆者）

部
の
練
習
は
午
前
中
だ
け
だ
し
、

講
義
を
優
先
し
て
も
大
丈
夫
だ

よ
と
い
っ
て
く
だ
さ
っ
て
…
…
。

そ
れ
で
決
め
ま
し
た
」

生
ま
れ
て
初
め
て
の
一
人
暮

ら
し
も
、
川
瀬
さ
ん
に
と
っ
て
は

新
鮮
そ
の
も
の
。
自
分
に
と
っ
て

大
切
な
「
自
立
」
へ
の
一
歩
と
感

じ
て
い
る
。「
と
に
か
く
、
一
人
で

何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

く
て
、
一
人
暮
ら
し
も
決
め
ま
し

た
し
、大
学
時
代
の
４
年
間

で
、し
っ
か
り
社
会
に
出
る

た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。
大
学
と
高
校
と
の

一
番
大
き
な
違
い
は
、
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
な
ど
で
先
生
が
手
取
り
足

取
り
何
で
も
教
え
て
く
れ
る
の

で
は
な
く
、
大
学
で
は
、
自
分
で

関
心
を
持
っ
て
先
生
に
質
問
し

た
り
、
掲
示
板
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
自
分
の
責
任
で
行
動
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
部
分
が
多
い
こ

と
。
自
立
心
を
身
に
つ
け
る
上
で

も
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
ね
」

ひ
ろ

な
か

弘
中 

ゆ
か 

野
村
證
券
株
式
会
社 

札
幌
支
店

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
課

ゆ
と
り
た
い
あ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

経
済
学
部
経
済
学
科

（
平
成
23
年
度
卒・59
期
生
） 

留学体験記留学体験記
ニュージーランドニュージーランド
留学体験記

①①①

ニュージーランド

河﨑 秋子

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保

護
者
の
皆
様
、
本
学
へ
の
ご
入
学

を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
大
学
生
と
し
て
の
生
活
も
早

や
２
カ
月
程
経
ち
ま
し
た
。
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

大
学
で
の
生
活
は
高
校
ま
で

と
は
多
く
の
面
で
異
な
り
ま
す
。

自
由
な
時
間
の
多
さ
、
勉
強
の
進

め
方
の
変
化
、
部
活
や
サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
じ
た
多
く
の

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
、

ア
ル
バ
イ
ト
経
験
、
人
に
よ

っ
て
は
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し

等
々
…
。
加
え
て
、
大
学
生
の
時

期
は
心
の
成
長
の
面
で
も
、
変
化

が
著
し
い
時
期
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
３
年
生
か
ら
４
年
生
に
な

れ
ば
、
自
分
の
将
来
の
職
業
選
択

や
進
路
に
つ
い
て
も
思
い
を
馳

せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ

て
、
大
学
生
の
時
期
に
は
様
々
な

悩
み
や
困
り
ご
と
が
生
じ
や
す

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
悩
み
や

困
り
ご
と
は
必
ず
し
も
厄
介
な

も
の
と
い
う
ば
か
り
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
一
人
で
、
も
し
く
は
仲

間
や
家
族
の
支
え
を
受
け
な
が

ら
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
得
ら
れ
る
自
信
は
、
大
学
を
卒

業
し
て
社
会
に
巣
立
っ
て
い
く

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
大
き
な
お

守
り
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も

上
手
く
い
か
な
い
こ
と
、
な
か
な

か
前
進
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る

の
が
人
生
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時

の
一
つ
の
駆
け
込
み
寺
と
し
て
、

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
が
本

学
に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
専

門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
皆
さ
ん
か
ら

の
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、気

軽
に
相
談
を
申
し
込
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
相
談
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
在
学
生
の
方
へ
」
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の

画
面
で
、「
相
談
・
支
援
依
頼
窓

口
」
の
欄
に
大
学
が
提
供
し
て
い

る
様
々
な
相
談
窓
口
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
大
学

生
活
が
よ
り
良
い
日
々
と
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

新川
����

広
��

樹
�

先生
非常勤講師

渡邉
����

紀
のり

子
こ

先生
非常勤講師

田
た

中
な か

勝則
ま さ の り

先生
経営学部講師

カウンセリングを担当する先生

学
生
生
活
の
悩
み
は

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
へ

【氏名・作品名・受賞】
●佐藤優太『六冬の群像─市庁舎
の境界を解く─』
・2016年度日本建築学会北海道支
部卒業設計優秀作品  金賞
・せんだいデザインリーグ 2017
100選入選
・2016年度北海学園大学工学部建
築学科  最優秀賞
●八木悠『─そして「　」は彼らを
想う─』
・日本建築家協会北海道支部学生
卒業設計コンクール2017  金賞
・2016年度日本建築学会北海道支
部卒業設計優秀作品  銅賞
・北海道卒業設計合同講評会2017
最優秀賞
・せんだいデザインリーグ 2017
100選入選
・2016年度北海学園大学工学部建
築学科　優秀賞
●酒井就章『時間旅行路─「国鉄
旧手宮線」と巡る小樽の時間─』
・北海道卒業設計合同講評会2017
増田信吾賞
・2016年度北海学園大学工学部建
築学科  奨励賞

『六冬の群像─市庁舎の境界を解く─』佐藤優太

『─そして「　」は彼らを想う─』八木悠

生
活
す
べ
て
が
自
立
へ
の
ス
テ
ッ
プ
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人
文
学
部（
１
部
・
２
部
）

で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
入

学
試
験
か
ら
、
外
部
の
英
語

４
技
能
試
験
の
結
果
（
ス
コ

ア
）
を
使
え
る
よ
う
に
入
試

制
度
を
改
定
し
ま
し
た
。
人

文
学
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
異

文
化
理
解
を
通
じ
た
多
文
化

共
生
社
会
の
創
造
的
発
展
に

寄
与
す
る
多
く
の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
育
成
・
輩
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
の

さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
に
対
応
す
べ
く
、
普
段

か
ら
英
語
４
技
能
（「
読
む
｣

｢書
く
｣｢聞
く
｣｢話
す
｣）
の

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
学

生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

高
度
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
人
材
育

成
を
加
速
し
ま
す
。

な
お
、
入
学
試
験
当
日
に

本
学
の「
英
語
」科
目
も
受
験

し
た
場
合
は
、
高
得
点
の
方

を
合
否
判
定
に
使
用
し
ま

す
。

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会

13:00～ 豊平           ６号館３階
●各研究科個別相談会 ●奨学金説明会・個別相談
●施設見学 ●社会人特例・長期履修制度説明
●就職情報の提供

第１回

土

場所時間

内容

7    1月 月日 日
第２回

土12    2
キャンパス

2017年度 進学相談会 各会場とも入場無料、事前の申込みは不要です。

個別相談ができる会場〈道内会場〉

個別相談ができる会場〈道外会場〉

資料参加のみの会場〈道内会場〉

開催月日 開催月日 開催月日場所 開催場所 開催場所会場名 会場名 会場名
 6月 2日 ㈮ 伊達 だて歴史の杜カルチャーセンター
 6月 8日 ㈭ 新札幌 ホテルエミシア札幌
 6月13日 ㈫ 八雲 八雲町シルバープラザ
 6月14日 ㈬ 稚内 稚内海員会館
 6月14日 ㈬ 函館 函館コミュニティプラザ
 6月14日 ㈬ 中標津 寿宴
 6月15日 ㈭ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広
 6月15日 ㈭ 江差 ホテルニューえさし
 6月16日 ㈮ 釧路 釧路センチュリーキャッスルホテル
 6月20日 ㈫ 北見 ホテルベルクラシック北見
 6月20日 ㈫ 札幌 ガトーキングダム札幌
 6月21日 ㈬ 滝川 滝川スポーツセンター
 6月22日 ㈭ 旭川 アートホテル旭川
 6月23日 ㈮ 札幌 ホテルさっぽろ芸文館
 6月27日 ㈫ 札幌 ガトーキングダム札幌
 7月19日 ㈬ 遠軽 遠軽町総合体育館
 7月19日 ㈬ 斜里 斜里町産業会館
 8月23日 ㈬ 函館 ベルクラシック函館
 8月25日 ㈮ 札幌 札幌パークホテル
 8月28日 ㈪ 旭川 旭川グランドホテル
 8月29日 ㈫ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広
 9月 9日 ㈯ 札幌 アスティ４５

 9月11日 ㈪ 北見 ホテルベルクラシック北見
 9月13日 ㈬ 小樽 グランドパーク小樽
 9月25日 ㈪ 新札幌 ホテルエミシア札幌
10月10日 ㈫ 函館 ベルクラシック函館
10月12日 ㈭ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広
10月13日 ㈮ 旭川 アートホテル旭川
10月16日 ㈪ 釧路 釧路市観光国際交流センター
10月17日 ㈫ 中標津 トーヨーグランドホテル
10月17日 ㈫ 札幌 ガトーキングダム札幌
10月18日 ㈬ 北見 ホテルベルクラシック北見
10月26日 ㈭ 新札幌 ホテルエミシア札幌
11月 7日 ㈫ 紋別 紋別市スポーツセンター
11月 8日 ㈬ 旭川 旭川グランドホテル
11月 8日 ㈬ 網走 網走市総合体育館
11月 9日 ㈭ 苫小牧 グランドホテルニュー王子
11月 9日 ㈭ 新札幌 ホテルエミシア札幌
11月10日 ㈮ 札幌 札幌パークホテル
11月10日 ㈮ 札幌 アパホテル＆リゾート札幌
11月13日 ㈪ 北見 ホテルベルクラシック北見
11月14日 ㈫ 釧路 釧路市観光国際交流センター
11月15日 ㈬ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広
11月16日 ㈭ 室蘭 蓬崍殿

11月16日 ㈭ 札幌 ガトーキングダム札幌
11月16日 ㈭ 深川 深川市総合体育館
11月20日 ㈪ 新札幌 ホテルエミシア札幌
11月21日 ㈫ 函館 ベルクラシック函館
11月28日 ㈫ 札幌 ガトーキングダム札幌
11月30日 ㈭ 七飯 大中山コモン
12月 4日 ㈪ 札幌 札幌グランドホテル
12月15日 ㈮ 札幌 さっぽろ芸術文化の館

 6月16日㈮ 青森 ねぶたの家ワ・ラッセ
 6月18日(日) 東京 サンシャインシティ
 7月22日㈯ 東京 東京ビッグサイト
10月 7日㈯ 仙台 夢メッセみやぎ

 6月 8日㈭ 函館 ベルクラシック函館
 6月14日㈬ 知内 知内町中央公民館
 6月23日㈮ 名寄 名寄市民文化センター
 9月14日㈭ 滝川 滝川ホテル三浦華園
 9月14日㈭ 岩見沢 岩見沢市コミュニティプラザ

２
０
１
７
年
３
月
卒
業
生

の
就
職
状
況
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
紙
幅
の
制
約
か
ら
約

２
５
０
社
を
表
１
に
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
各
業
界

で
、
北
海
学
園
大
学
卒
業
生

と
し
て
大
い
に
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

就
職
率
に
つ
い
て
は
、
表

２
に
要
約
し
ま
し
た
。
一
昨

年
度
は
企
業
の
採
用
開
始
時

期
が
８
月
解
禁
、
そ
し
て
昨

年
度
は
６
月
解
禁
と
い
う
こ

と
で
、
一
昨
年
よ
り
も
企
業

の
採
用
活
動
や
学
生
の
活
動

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
感
じ
ら

れ
る
年
で
し
た
が
、
実
際
に

は
追
加
募
集
も
含
め
、
採
用

活
動
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化

し
た
企
業
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。

就
職
状
況
と
し
て
は
、
売

り
手
市
場
を
反
映
し
、
全
体

と
し
て
昨
年
よ
り
も
数
ポ
イ

ン
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

公
務
員
に
関
し
て
は
、
国

家
公
務
員
一
般
職
の
合
格
者

が
増
加
し
、
札
幌
市
役
所
も

前
年
並
み
と
い
う
こ
と
で
、

特
に
専
門
試
験
を
課
す
公
務

員
試
験
に
つ
い
て
は
、
北
海

学
園
大
学
の
強
さ
が
示
さ
れ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
は
期
待
と
不
安
を
抱

き
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
些
細
な
こ

と
で
も
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
自
信
を
持
っ
た
就
職
活

動
、
そ
し
て
満
足
の
い
く
結

果
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

表1　2017年3月卒業生 業種別就職先と人数

※紙面の都合から主な就職先約250社を掲載しました。

公務員・国立大学法人 
国家公務員（一般職） 44
国税専門官 5
財務専門官 1
裁判所職員（一般職） 1
労働基準監督官 2
国会議員政策担当秘書 1
皇宮護衛官 1
自衛隊幹部候補生・曹候補生 4
北海道職員 49
北海道警察 32
北海道教員 7
警視庁 2
東京消防庁 1
石狩市役所 3
岩見沢市役所 3
恵庭市役所 2
江別市役所 2
小樽市役所 2
帯広市役所 1
北広島市役所 2
北見市役所 4
釧路市役所 3
札幌市役所 34
士別市役所 1
砂川市役所 2
滝川市役所 2
苫小牧市役所 2
函館市役所  他６市役所 7
道内各町村役場 28
旭川市消防 2
札幌市消防 8
国立大学法人北海道大学　 2
国立大学法人帯広畜産大学 1
金融 
北海道銀行 28
北洋銀行 3
みずほフィナンシャルグループ 1
りそなホールディングス 1
ゆうちょ銀行 5
北海道労働金庫 4
北海信用金庫 8
空知信用金庫 4
苫小牧信用金庫 4
遠軽信用金庫 3
帯広信用金庫 3
渡島信用金庫 2
札幌信用金庫 2
大地みらい信用金庫 2
北門信用金庫 2
稚内信用金庫 2
旭川信用金庫  他５信用金庫 6
第一生命保険 6
明治安田生命保険 5
損害保険ジャパン日本興亜 4
あいおいニッセイ同和損害保険 3
三井住友海上火災保険 3
住友生命保険 3
日本生命保険 3
かんぽ生命保険 2
全国労働者共済生活協同組合連合会 6
全国共済農業協同組合連合会 3
北海道信用漁業協同組合連合会 2
北海道農業共済組合連合会 2
北海道漁業共済組合 1

北海道信用保証協会 1
北海道中央農業共済組合 1
日専連ジェミス 1
野村證券 4
ＳＭＢＣフレンド証券 2
建設・不動産 
常口アトム 6
住友不動産販売 5
札幌駅総合開発 2
ビッグ 2
一条工務店 6
大和ハウス工業 6
ミサワホーム北海道 2
北海道セキスイハイム 10
岩田地崎建設 8
北海電気工事 4
ロゴスホーム 4
つうけん 3
土屋ホーム 3
宮坂建設工業 3
北電興業 3
砂子組 2
住友林業 2
西松建設 2
丸彦渡辺建設 2
伊藤組土建 1
大林組 1
鹿島建設 1
佐藤工業 1
大成ロテック 1
鉄建建設 1
道路工業 1
ドーピー建設工業 1
戸田建設 1
ナガワ 1
不二建設 1
北海道シミズ 1
開発工営社 3
帝国設計事務所 2
山地ユナイテッド 2
運輸・通信・出版・エネルギー 
ＡＩＲＤＯ 6
ＡＮＡ新千歳空港 3
キャスト 3
ＪＡＬスカイ札幌 2
日本航空 1
全日本空輸 1
北海道旅客鉄道 9
共通運送 2
ヤマト運輸 2
札幌定温運輸 1
スカイマーク 1
北海運輸 1
北海道中央バス 1
北海道電力 3
北海道アルバイト情報社 3
リクルート北海道じゃらん 3
北海道建設新聞社 2
須田製版 1
エイチ・テー・ビー映像 1
オカモトグループ 4
ＮＴＴ東日本－北海道 3
エヌ・ティ・ティ・ドコモ北海道 1
卸小売・製造 
マックスバリュ北海道 14

サッポロドラッグストアー 10
ニトリ 8
北海道コカ・コーラボトリング 5
ＤＣＭホーマック 5
イオン北海道 5
セコマ 5
ローソン 5
東光ストア 4
ヨドバシカメラ 4
トヨタカローラ札幌 4
ツルハ 4
ダイイチ 4
札幌丸井三越 3
セブン－イレブン・ジャパン 3
ネッツトヨタ道都 3
ロイズコンフェクト 3
ハミューレ 3
テーオー小笠原 2
ホクレン商事 2
北一硝子 2
長谷川産業 2
サンドラッグプラス 2
六花亭製菓 2
北雄ラッキー 2
東急百貨店 1
柳月 1
伊藤園 1
よつ葉乳業 1
東急ハンズ 1
ヤンマーアグリジャパン 5
ナシオ 5
ヤマチコーポレーション 5
エネサンス北海道 4
モロオ 4
エア・ウォーター物流 3
丹波屋 3
竹山 2
大槻食材 2
丸水札幌中央水産 2
札幌トヨペット 2
ＤＯＲＡＬ 2
北海道エア・ウォーター 2
リコージャパン 2
スズケン 2
コクヨ北海道販売 2
大丸 2
北海道ジェイ・アール商事 1
北海道トンボ 1
オンワード樫山 1
札幌白衣 1
佐藤水産 1
日本ハム北海道販売 1
北海道森永乳業販売 1
札幌トヨタ自動車 1
ＴＯＴＯ北海道販売 1
花王カスタマーマーケティング 1
コハタ 1
カナモト 1
トヨタ部品北海道共販 1
北海紙管 1
富士重工業 1
三和シヤッター工業 1
大和冷機工業 2
アイリスオーヤマ 2
小野薬品工業 1

三和化学研究所 1
武田薬品工業 1
久光製薬 1
扶桑薬品工業 1
サービス・団体 
吉岡経営センター 4
アクセンチュア 2
マイナビ 4
第一滝本館 3
野口観光 3
カラカミ観光 2
札幌グランドホテル 2
中道リース 2
北海道リース 1
日本郵便 22
アイングループ 5
三井不動産リアルティ札幌 4
長谷川ホールディングス 3
あいプラン 2
グローヴエンターテイメント 2
生活協同組合コープさっぽろ 5
医療法人仁友会 2
公益社団法人北海道勤労者医療協会 1
日本放送協会（ＮＨＫ） 1
近畿日本ツーリスト北海道 3
ＪＴＢ北海道 3
エイチ・アイ・エス 2
日本旅行北海道 1
ホクレン農業協同組合連合会 8
札幌市農業協同組合 4
石狩市農業協同組合 3
北海道厚生農業協同組合連合会 2
きたそらち農業協同組合 2
道央農業協同組合 2
ふらの農業協同組合 2
えんゆう農業協同組合 1
木野農業協同組合 1
サツラク農業協同組合 1
新函館農業協同組合 1
全国酪農業協同組合連合会 1
北海道漁業協同組合連合会 2
全国共済水産業協同組合連合会 1
独立行政法人国立病院機構 2
公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会 2
旭川商工会議所 1
大学生活協同組合北海道事業連合 1
一般社団法人日本自動車連盟 1
一般財団法人札幌市水道サービス協会 1
一般社団法人北海道中小企業家同友会 1
公益財団法人札幌市生涯学習振興財団 1
情報処理・IT 関連 
日本アイビーエム・ソリューション・サービス 13
ＯＳＴ札幌 8
インテリジェンスビジネスソリューションズ 3
アイティ・コミュニケーションズ 3
ＨＩＳホールディングス 3
ＨＢＡ 3
エイチ・アイ・ディ 2
エイチ・エル・シー 2
ＮＴＴデータＭＳＥ 2
コア北海道カンパニー 2
札幌システムサイエンス 2
ＮＤＰマーケティング 2
ジャパンテクニカルソフトウェア 1

函館北洋ビル会場

とかち館会場

山鼻
豊平

（工学部）キャンパス

キャンパス
経済学部・経営学部
法 学 部・人文学部（ ）

会場

会場

旭川北洋ビル会場旭川

札幌

帯広
函館

月 日 土 日 日23 249
月 日 土 日 日14 15

日 土 日 日21
日 土28
日 日29

22
10

月10
月10
月10

保保護者懇談護者懇談会会・・ミニオープンキャンパミニオープンキャンパスス保保護者懇談護者懇談会会・・ミニオープンキャンパミニオープンキャンパスス保護者懇談会・ミニオープンキャンパス
2017年度

▽
３
月
13
日
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム

営
業
部
営
業
推
進
課
 外
田
健
太
郎
氏

▽
３
月
21
日
丸
善
雄
松
堂
株
式
会

社
札
幌
支
店
長
 瀬
尾
一
幸
氏

▽
３
月
28
日
北
海
道
情
報
大
学
長

冨
士
隆
氏
、
同
副
学
長
 澤
井
秀
氏
、

同
事
務
局
長
 近
藤
始
氏

▽
４
月
４
日
札
幌
弁
護
士
会
長

大
川
哲
也
氏
、
他
副
会
長
等
５
名

▽
４
月
６
日
カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
交
換
教
員
 ロ
ド
リ
ゲ
ス

オ
マ
ル
准
教
授
 着
任
挨
拶

▽
４
月
10
日
豊
平
区
長
 西
田
健

一
氏
、
他
２
名

▽
４
月
13
日
丸
善
雄
松
堂
株
式
会

社
札
幌
支
店
長
 瀬
尾
一
幸
氏
、
同

札
幌
営
業
部
長
 蘆
立
康
嗣
氏
、
他

１
名

▽
４
月
19
日
日
本
経
済
新
聞
社
札

幌
支
店
長
 藤
原
弘
明
氏

▽
４
月
25
日
丸
善
雄
松
堂
株
式
会

社
学
術
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
部
東
日
本
特
販
営
業
部
課
長
 田

中
英
之
氏
、他
１
名

就職率

1部

学部

経済学部 93.8％ 92.1％ 93.3％
95.6％ 98.1％ 96.5％
90.1％ 92.8％ 91.0％
86.5％ 89.3％ 88.1％
98.3％ 96.0％ 98.1％
94.1％ 93.4％ 93.9％

経営学部
法 学 部
人文学部
工 学 部
1 部 計

女 計男
就職率

2部

学部

経済学部 83.3％ 85.7％ 83.7％
83.8％ 94.7％ 86.2％
70.9％ 84.4％ 74.6％
76.7％ 93.3％ 85.0％
78.6％ 89.5％ 81.5％
90.4％ 92.6％ 91.1％

経営学部
法 学 部
人文学部
2 部 計

1部･2部計

女 計男

表2　2017年3月卒業生就職状況

2018年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月 11 日（水）
10 月 21 日（土）
10 月 11 日（水）
10 月 14 日（土）
10 月 18 日（水）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 16 日（金）
2月 17 日（土）

2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 14 日（水）

2月 14 日（水）

9月8日（金）～　
9月22日（金）

2017 年

2018 年

2018 年

1月10日（水）～　
1月19日（金）

1月10日（水）～　
1月19日（金）

※詳細は募集要項でご確認ください。URL http://hgu.jp/

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

学　部 学　科 試験 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 一般・推薦 ～10月10日（火） 11月11日（土）10月20日（金）

経営学部 経営学科・経営情報学科
経営学科

一般・推薦

一般
～8月17日（木） 9月 9 日（土）8月29日（火）
～1月22日2018年

2017年

2017年

2017年

2018年
2017年

2017年

（月） 3月 3 日（土）2月 2 日（金）

法 学 部 法律学科・政治学科
法律学科・政治学科

～9月27日（水） 10月21日（土）
2月17日（土）

10月 6 日（金）
～1月19日（金） 1月29日（月）

人文学部 日本文化学科・英米文化学科
日本文化学科・英米文化学科

一般

一般・推薦

一般・推薦

～9月29日（金） 10月21日（土）10月 6 日（金）
2018年 ～1月22日（月） 2月26日（月）2月 2 日（金）

工 学 部 電子情報工学科・生命工学科 一般

期

Ⅰ
期
Ⅱ
期
Ⅰ
期
Ⅱ
期
Ⅰ
期
Ⅱ
期

2017年 ～6月 5 日（月） 7月 1 日（土）6月 9 日（金）
2018年 ～1月15日（月） 2月17日（土）1月19日（金）

Ⅰ
期
Ⅱ
期

2018年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

※法学部2年次編入･転入学試験はⅡ期のみ実施。

1部
2部

1部
2部

1部
2部

1部
2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部 経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 ～10月28日（土） 11月26日（日）11月10日（金）

経営学部 経営学科 ～8月17日（木） 9月 9 日（土）8月29日（火）
～1月22日2018年

2017年

（月） 3月 3 日（土）2月 2 日（金）

期

Ⅰ
期
Ⅱ
期

1部
2部

2部

２
０
１
６
年
度
も
好
調

卒
業
生
活
躍
あ
れ
！

就
活
生
は
自
信
を
持
っ
て
！

就職
INFORMATION

２
０
１
８
年
度
 一
般
入
学
試
験

人
文
学
部
で
英
語
外
部
試
験

ス
コ
ア
利
用
入
試
導
入
！

入試
INFORMATION

2018年度

編入学・転入学試験
全学部の要項が一冊に!

今年度より、各学部
の編入学・転入学試験
要項を一冊にまとめま
した。各学部窓口で配
布しています。

平
成
30
年
度
入
試
に
向
け
た

相
談
会
は
す
で
に
４
月
24
日
を

皮
切
り
に
道
内
各
地
で
実
施
し
て

い
ま
す
（
６
月
以
降
は
下
表
参

照
）。
是
非
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の

情
報
を
得
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
年
目
と
な
る
東
北
学

院
大
学
と
の
合
同
相
談
会
「
青
函

進
学
フ
ェ
ア
」
を
６
月
14
日
（
水
）

に
函
館
市
（
函
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
Ｇ
ス
ク
エ
ア
）、
16
日

（
金
）
に
青
森
市
（
ね
ぶ
た
の
家

ワ
・
ラ
ッ
セ
）
で
開
催
し
ま
す
。

９
月
９
日（
土
）に
は
ア
ス
テ
ィ

45
で
首
都
圏
の
中
央
大
学
、
法
政

大
学
と
北
星
学
園
大
学
、
本
学
の

４
大
学
に
よ
る
「
合
同
大
学
進
学

相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。今
年
で

８
年
目
。例
年
、た
く
さ
ん
の
受
験

生
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

※事前申込制  お電話（0120-86-2244）、またはホームページ（http://hgu.jp/）にて受付。当日参加可　

12：30－16：00
受付開始：

6/25 日

第１回 〈1部・2部共通〉 第2回 〈1部・2部共通〉 第3回 〈1部・2部共通〉 2部（夜間部）
オープンキャンパス

8/6 日 7月 9/30 土10/1日

豊平キャンパス 豊平・山鼻キャンパス 豊平キャンパス豊平・山鼻キャンパス

12:00 受付開始：12:00 受付開始：12:00 受付開始：17:00
12：30－16：00 12：30－16：00 17:30－20:00

OPEN CAMPUS 2017OPEN CAMPUS 2017OPEN CAMPUS 2017OPEN CAMPUS 2017OPEN CAMPUS 2017

【開催内容】
全体説明会、個別相談会、模擬講
義・実験、学生スタッフによる相
談会・学内見学ツアーなど

２部（夜間部）オープンキャンパ
スも９月３０日に時間帯を拡大
して開催します。

2014年

2015年

3,801人

3,908人

延べ

延べ

第2回
2,010第3回 926

第3回 1,064
第2回
1,923

第1回 865

第1回 921

2016年

4,413人
延べ

第3回 1,129
第2回
2,307

第1回 977

0 500 1000 1500 2000 2500

オープンキャンパス来場者数の推移

http://human.hgu.jp/


